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標準測定分析法 2201 

 

アクリル酸エチル 

分子量：100.1           CAS RN：140-88-5 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

比重：0.92 

沸点：99℃ 

融点：-71℃ 

蒸気圧：3.9 kPa（20℃） 

別名：エチルアクリレート、2-プロペン酸エチル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：ヤシ殻活性炭管（100/50 mg） 

サンプリング流量： 

個人サンプラー：0.2 L/min×4 h（240 min） 

保存性：冷蔵（4℃）保存 

7 日間までの変化 93% 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 

脱着：二硫化炭素 2 mL 

機器：Agilent GC6890N 

カラム：DB-WAX 

60 m×0.25 mm×0.5 μm 

注入口温度：200℃ 

検出器温度：200℃ 

カラム温度： 

50℃（1 min）－10℃/min－150℃ 

（15 min）－40℃/min－200℃（2 min） 

注入法：スプリット（10：1） 

パルス圧 30 psi 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.8 mL/min 

（30 cm/sec） 

メイクアップガス：N₂ 
ヘッド圧：30 psi 

検量線：二硫化炭素溶媒で調製 

2.8～92.3 μg/mL 

定量法：内部標準法 

内部標準物質：tert-ブチルべンゼン 

（240 μg/mL） 

精度 

脱着（回収）率 

直接添加法 

23.1 μg/mL を 5 μL 添加 

2 mL の二硫化炭素で脱着 

脱着率 95% 

定量下限（S/N＝5） 

1.5 μg/mL（脱着液 2 ｍL で） 

0.015 ppm（採気量 240 L として） 

 

破過試験データなし 

適用：八時間時間加重平均 

妨害： 

安全上の注意：アクリル酸エチルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。二硫化炭素を扱う際
も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

リスク評価事業 測定手法開発報告書(手元にないため名称不明) (2004)p.227, 「アクリ
ル酸エチルの分析測定法に関する検討結果報告書」(2010/03/25) 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト（アクリル酸エチル）、厚生労働省 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0080.html 

作成日 公表日 

  

資料４－４ 
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標準測定分析法 2202 

 

アクリル酸メチル 

分子量：86.09          CAS RN：96-33-3 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

比重：0.9535 

沸点：80.5℃ 

融点：-75℃ 

蒸気圧：9.1 kPa（20℃） 

別名：2-プロペン酸メチル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭管 

（ガステック No.258） 

100 mg/50 mg 

サンフリング流量：0.1 L/min 

採気量：24 L 

保存性：冷蔵（4℃）7 日間以内に抽出する 

こと。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2 mL（ガラスウールは 1

層目に合わせて脱着）、30 min 静置
（気泡発生、時々振とう）1 層目と
２層目をそれぞれ 2 mL で脱着する 

機器：Varian 450GC/320MS 

カラム：VF-WAX 60 m×0.25 mm×0.5 μｍ 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：250℃ 

カラム温度：40℃（5 min）－10℃/min 

－100℃－20℃/min－250℃（10 min） 

注入法：スプリット（1：1） 

（高濃度試料では 50：1 まで変更） 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

イオン化法：EI 

イオン化電圧：70 eV 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）：定量イオン 55 

確認イオン 58 

測定サイクル：0.58 s/cycle 

保持時間：約 7 min 

検量線： 

0 μg/mL 

0.00954 μg/mL～9.54 μg/mL 

（さらに高濃度の場合） 

（38.1 μg/mL）～（381 μg/mL） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

直接添加法 二硫化炭素 2 mL 脱着 

添加量 0.019 μg、40 μg、675 μg 

平均脱着率 95% 

捕集率（通気試験における回収率） 

0.1 L/min×10 min、60 mim、240 min 

添加量 0.019 μg、40 μg、675 μg 

平均回収率 96% 

破過試験 675 μg 添加で、240 分破過なし 

 

定量下限（10 σ） 

0.0057 μg/mL 

定量下限（気中濃度） 

0.00013 ppm(v/v) 

（採取空気量を 24 L として） 

適用： 

妨害： 

安全上の注意：アクリル酸メチルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。二硫化炭素を扱う際
も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

 アクリル酸メチル分析測定法に関する検討報告書（2013）リスク評価事業 H26 測定手
法開発報告書(正式名称不明)、p.197（2014/02/27） 

 

参考文献： 
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 1)職場のあんぜんサイト（アクリル酸メチル）、厚生労働省 

  https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/96-33-3.html 

2)NIOSH Manual of Analytical Methods No.1459 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2203 

 

アクロレイン 

分子量：56.06          CAS RN：107-02-8 

濃度基準値： 

0.1 ppm（短時間濃度基準値、天井値） 

物性等 

沸点：53℃ 

融点：-87℃  

蒸気圧：29.3 kPa（20℃） 

別名：acrylaldehyde、acrylic aldehyde、2-propenal、prop-2-enal、prop-2-en-1-al  

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：0.03（w/w）％ TEMPO DNPH-

Sillica カートリッジ（350 mg）
（柴田科学社製） 

サンプリング流量：0.2 L/min  

サンプリング時間：15 分間（3 L）  

保存性：冷凍（-18℃）で少なくとも 10 日間
までは変化がないことを確認。 

：冷蔵（4℃）で少なくとも 3 日間まで
は変化がないことを確認。 

分析方法：高速液体クロマトグラフィー/ 

紫外可視検出器 

脱着：アセトニトリル/リン酸 1（v/v）％ 

5 mL  

機器：Agilent Technologies Compact LC 1120 

カラム：Inertsil ODS-3 

 4.6mm×250 mm×3 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：超純水：100％アセトニトリル 

＝35：65 

流量：1.0 mL/min 

導入量：10 μL  

測定波長：360 nm 

保持時間：8.5 min 付近 

検量線：0.08～80 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。 

精度 

脱着率 

添加量 2.19 μg：97.5％ 

21.87 μg：94.1％ 

43.74 μg：97.2％ 

回収率（8 時間） 

添加量 2.19 μg：86.4％ 

21.87 μg：88.0％ 

43.74 μg：92.0％ 

定量下限（実測値） 

0.005 μg/mL 

0.0036 ppm（採気量 3 L、抽出液量 5 mL） 

破過（通気）試験：480 分まで定量的に回収 

適用：個人ばく露測定 天井値 15 分捕集 

妨害： 

安全上の注意：アクロレインは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性が
あるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。眼への刺激性が強い場合は全面形の有
機ガス用防毒マスクを使用する。試料調製でアセトニトリル、リン酸を扱う際も同様の防
護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

アクロレインの測定・分析手法に関する検討結果報告書（2018）リスク評価事業 平成
30 年度測定手法開発報告書、p.477(2019/01/15)  

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト(アクロレイン)、厚生労働省 

 https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/107-02-8.html 

2)NIOSH Manual of Analytical Methods (NMAM), Fourth Edition, Method 2501 acrolein, V. 1, 

P&CAM 118 and 211, U.S. Department of Health, Education, and Welfare, Publ. (NIOSH), 

(1984).  
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3)OSHA Sampling and Analytical Methods, method #52, U. S. Department of Labor, 

Occupational Safety and Health Administration, OSHA Analytical Laboratory, Salt Lake City, 

UT, March, 1985.   

4)野口ら,アクロレイン捕集のための新規 DNPH カートリッジの開発、室内環境学会
2017, pp.33-34、2017 年  

5)荻野、中山、  酸触媒を用いない DNPH 誘導体化/高速液体クロマトグラフィーによる
環境大気中アクロレインの定量,分析化学,VOL59, No3, pp. 251-256 、2010 年 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2204 

 

アセチルサリチル酸 

分子量：180.16         CAS RN：50-78-2 

濃度基準値：5 mg/m3 物性等 

密度：1.40 g/cm3 

沸点：140℃ 

融点：135℃ 

別名：アスピリン、2-（アセチルオキシ）安息香酸 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

捕集材：ガラス繊維ろ紙（例：GB-100R）ま
たはテフロンバインダーガラス繊維
ろ紙（例：T60A20） 

サンプリング流量：呼吸器感作性を考慮し吸
引性粒子としての捕集を
想定。 

（IOM サンプラーの場合：2 L/分） 

サンプリング時間：240 分 

保存性：添加量 2.036 μg、407.3 μg いずれ
の場合も、冷蔵（4℃）で少なくと
も 5 日間までは変化がないことを確
認。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

脱着：10 mM 水酸化ナトリウム水溶液 

/メタノール（10/90）溶液 10 mL 

超音波抽出 5 分、加温 60℃ 1 時間、放
冷・振とう、遠心分離 3000 rpm、5 分 

機器：島津製作所 LC20A 

カラム：GL science Inertsil-ODS 

150 mm×4.6 mm×5.0 μm 

カラム温度：35℃ 

移動相：10 mM リン酸緩衝液（pH 2.6） 

/アセトニトリル=70/30 

流量：1.0 mL/min 

導入量：20 μL 

測定波長：302 nm（サリチル酸として） 

保持時間：7.1 min 

検量線：0.1906～47.64 mg/L の範囲で直線 

定量法：絶対検量線法 

精度 

GB-100R 脱着率 

添加量 2.036 μg：99.3% 

203.6 μg：98.8% 

407.3 μg：98.9% 

T60A20 脱着率 

添加量 2.036 μg：98.6% 

203.6 μg：98.6% 

407.3 μg：98.6% 

定量下限（10SD） 

0.0489 μg/mL 

0.00102 mg/m3（採気量：480 L） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：サリチル酸として測定するためサリチル酸が混合した場合の分別定量は難しい 

安全上の注意：アセチルサリチル酸には眼に対する重篤な損傷性・眼刺激性があるので、
保護メガネを着用する。呼吸器感作性があり、生殖毒性等の有害性があるのでドラフトで
作業する。試料調製に使用する水酸化ナトリウム、移動相に使用するリン酸は、眼に対す
る重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護メガネを
着用する。移動相に使用するアセトニトリルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるの
で、化学防護手袋や保護メガネを着用する。 

根拠文献： 

 リスク評価事業 測定手法開発報告書 リンク予定 

アセチルサリチル酸の測定・分析手法に関する検討結果報告書(2013)リスク評価 H26 事業
報告書 p. 209.(2014/02/27) 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト（アセチルサリチル酸）、厚生労働省 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0633.html 
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2)OSHA Chemical Sampling Information (acetylsalicylic acid) 

https://www.osha.gov/dts/chemicalsampling/data/CH_217015. html 

3)OSHA Chemical Sampling Information (m-hydroxy benzoic acid) 

https://www.osha.gov/dts/chemicalsampling/data/CH_246901.html 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2205 

 

アセトアルデヒド 

分子量：44.05          CAS RN：75-07-0 

濃度基準値：10 ppm（短時間濃度基準値） 物性等 

比重：0.788 

沸点：20.2℃  

融点：-123℃ 

蒸気圧：101 kPa（20℃） 

別名：アセチルアルデヒド、エタナールなど 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Waters 製 Waters Sek-pak  

XpoSure Aldehyde Sampler 

サンプリング流量：1.0 L/min 

 

高濃度のときは、捕集流量を下げることや、
短時間分割捕集の利用を検討する。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

抽出：アセトニトリル 5 mL 

機器：日立 L-7100 

検出器：紫外可視検出器 

カラム：SPELCO ASCENTIS 

250 mm×2.1 mm×5 μm 

（セミミクロカラム） 

カラム温度：35℃ 

移動相： 

アセトニトリル：（水：THF=5：1） 

=45：55 

流量：0.3 mL/min 

導入量：1 μL 

測定波長：360 nm  

検量線：絶対検量線法で 0～15 μg/mL で 

直線性あり 

濃度が濃度基準値に近い場合は、希釈して
測定する必要がある。 

精度 

定量下限 

標準溶液（0.25 μg/mL）を繰り返し 3 回
分析により算出 

0.1 μg/mL（10σ） 

個人ばく露：0.019 ppm 

（15 分間 1.0 L/min サンプリング時） 

適用：短時間値、個人ばく露測定 

妨害： 

高湿度では捕集剤が水分の影響を受ける。 

生成した DNPH 誘導体がオゾンにより分解して、濃度が低く測定されるので、オゾンが
高濃度の際にオゾンスクラバーが必要である。 

安全上の注意：アセトアルデヒドは、眼に対する重篤な損傷性・眼刺激性、皮膚感作性が
あるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。刺激が強い際は、全面形の有機ガス用
防毒マスクを使用する。試料調製や分析でアセトニトリルを扱う際も同様の防護が必要で
ある。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

リスク評価事業 報告書（名称不明）2009 年の初期評価報告書のみ（職場のあんぜんサ
イト）(2010/02/15) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2206 

 

アセトニトリル 

分子量：41.05         CAS RN：75-05-8 

濃度基準値：10 ppm 物性等 

沸点：82℃ 

融点：-45℃ 

別名：エタンニトリル、シアノメタン、シアン化メチル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Cat.No.258A 球状活性炭 

（400 mg/200 mg） 

（株式会社ガステック） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：添加量が 1564 μg、0.782 μg では
冷蔵庫保管で少なくとも 5 日間ま
で保存率が 90%以上であることを
確認した。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：15%（v/v）メタノール－ジクロロメ
タン 2 mL 1 時間放置 

機器：島津製作所 GCMS-QP2010 SE 

カラム：phenomenex ZB-1 

100％ジメチルポリシロキサン 

60 m×0.25 mm×1 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：230℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（5 min）－15℃/min 

－80℃ 

注入法：スプリット（50：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.6 mL/min 

測定質量数（m/z）：定量イオン 41 

保持時間：5.0 min 

検量線：0.499～224.5 μg/mL の範囲で直線性 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 1564 μg：102% 

78.2 μg：109% 

0.782 μg：109% 

回収率 

添加量 1564 μg：99% 

78.2 μg：106% 

0.782 μg：107% 

定量下限（10 σ） 

0.0622 μg/mL 

0.003 ppm（個人ばく露測定 24 L 捕集） 

 

破過試験：通気時間 120 分までは回収率が
90%以上であるが、,180 分以降
は前層に対する後層の測定値が
10%以上になる。全後段を合わ
せて分析。 

適応：八時間時間加重平均 個人ばく露濃度測定 

妨害： 

安全上の注意：アセトニトリルには眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、経皮急性毒性があ
るので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。メタノール、ジクロロメタンを扱う際も
同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

アセトニトリルの測定手法検討に関する報告書（2013）リスク評価事業報告書 平成
26 年度（正式名称不明）, p.441 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2207 

 

アセトンシアノヒドリン 

分子量：85.11         CAS RN：75-86-5 

短時間濃度基準値：5 ppm 物性等 

比重：0.932 g/cm3（19℃） 

沸点：95℃ 

融点：-21.2℃ 

蒸気圧：0.341 mmHg（25℃） 

別名：2-ヒドロキシ-2-メチルプロピオニトリル、2-メチルラクトニトリル、 

   2-シアノプロパン-2-オール、α-ヒドロキシイソブチロニトリル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：固体捕集管 Porapak-Q 

（Cat.No.226-115）(SKC 製) 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：15 分間 

採気量：3 L 

保存性：添加量 167 µg、334 µg 添加で冷蔵１
日は安定 

破過：334 μg 添加で 240 分（48 L）破過なし 

 回収率が 97.1％ 

                              

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：酢酸エチル 1 mL、超音波抽出１時間、上
澄み液を分析する。 

機 器 ：Agilent Technologies 6890N NetWork 

System 

カラム：Agilent Technologies 

HP-5MS UI 

30 m×0.25 mm×0.5 μm 

注入口温度：110℃ 

インターフェース温度：250℃ 

イオン源温度：220℃ 

四重極温度：160℃ 

カラム温度：40℃（1 min） 

－3℃/min－110℃（２min） 

注入法：パルスドスプリット（10：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

測定質量数（m/z）：定量イオン 70 

確認イオン 43、27 

検量線：0.17～334 μg/mL の範囲で直線性が得
られている。 

保持時間：4.85 min 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量  0.167 μg：80.9% 

1.67 μg：90.7% 

16.7 μg：97.3% 

334 μg：91.5% 

添加回収率（４時間通気） 

添加量  0.167 μg：79.9% 

1.67 μg：106.2% 

16.7 μg：91.7% 

334 μg：97.1% 

定量下限（10SD） 

0.332 μg/mL 

採気量 3 L：0.03 ppm 

適用：十五分時間加重平均値 

妨害： 

安全上の注意：アセトンシアノヒドリンは吸入及び経皮急性毒性があるので、化学防護手袋や
保護メガネを着用する。酢酸エチルを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性が
あるのでドラフトで作業する。アセトンシアノヒドリンは水と接触すると分解してシアン化水
素を発生するので十分に注意すること。 

根拠文献：アセトンシアノヒドリンの測定・分析手法に関する検討経過報告書(2020)リスク評
価事業 R1 年度報告書、p.285. （2022/03/01） 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト アセトンシアノヒドリン 

http://anzeninfo.Mhlw.go.jp/anzen/gmsds/7586-5.html. 
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2)National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH). NIOSH Pocket guide to chemical 

hazards: Acetone cyanohydrin. https://www.cdc.gov/NIOSH/npgd-0005.html. 

3)National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH). Criteria for a Recommended 

Standard: Occupational exposure to nitriles. 

4)American Conference of Governmental Industrial Hygienists (ACGIH). Threshold limit values for 

chemical substances in the work environment. 2016, ACGIH, Cincinnati, OH, USA. 

5)American Conference of Governmental Industrial Hygienists (ACGIH). Acetone Cyanohydrin. 

Documentation of Threshold limit values for chemical substances in the work environment. 2001, 

ACGIH, Cincinnati, OH, USA. 

6)National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH). NIOSH Manual of Analytical 

Methods (NMAM) 2506 for acetone cyanohydrin.  

https://www.cdc.gov/NIOSH/docs/2003-154/pdfs/2506.pdf 

7)Organization for Economic Co-operation and Development (OECD). SIDS Initial Assessment 

Profile for Acetone Cyanohydrin. OECD, SIAM 2, 4-6 July, 1994. 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2208 

 

アニリン 

分子量：93.13           CAS RN：62-53-3 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

沸点：86℃ 

融点：-6℃ 

別名：アミノベンゼン、フェニルアミン、ベンゼンアミン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：硫酸含浸グラスファイバー 

フィルター 

（SKC 社製 Cat.No.225-9004） 

サンプリング流量：1.0 L/min  

サンプリング時間：240 分（240 L） 

保存性：冷蔵庫（4℃）で少なくとも 5 日間
は安定 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 

抽出溶液： 

水（1.5 mL）＋トルエン（2 mL） 

＋10 N-水酸化ナトリウム（1.5 mL） 

抽出操作：振とう（10 min） 

→遠心分離（3000 rpm、3 min） 

機器：Agilent 7890A 

カラム：Agilent DB-WAX 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：200℃ 

検出器温度：300℃ 

カラム温度：65℃（1 min）－5℃/min 

－155℃－20℃/min－240℃（8 min） 

注入法：パルスドスプリットレス 

25 psi、1 min 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：窒素 1 mL/min 

注入口ライナ：下記※参照 

検量線：0.19～390 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。  

定量法：内部標準法 IS 

 

※注入口ライナはアニリンの吸着の少ない
ものを用いること。分析方法の検討にお
いてはアルカリで処理したライナを用い
た。 

※MS 分析は再現性が得られなかった。 

精度 

脱着率 

添加量 0.39 μg：99.5% 

39 μg：98.2% 

779 μg：97.3% 

回収率（100 L 通気） 

添加量 0.39 μg：96.4% 

39 μg：99.2% 

779 μg：97.7% 

この範囲では破過していない 

定量下限（10 σ）：0.061 μg/mL（最終液濃度） 

採気量 100 L：0.00032 ppm 

 

※100 L では破過は認められないが、240L 捕
集での回収率は試験されていない 

適用：個人ばく露測定 100 分捕集まで 

妨害： 

安全上の注意：アニリンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性があるので、化
学防護手袋や保護メガネを着用する。トルエン、水酸化ナトリウムを扱う際も同様の防護
が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献： 

アニリンの測定手法検討結果 (2013) リスク評価事業 H26 報告書正式名称不明 p.109 

  作成日 公表日 
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標準測定分析法 2209 

 

1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン 

分子量：114.14            CAS RN：106-92-3 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

沸点：154℃ 

融点：-100℃ 

蒸気圧：0.63 kPa（25℃） 

別名：アリルグリシジルエーテル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Sep-Pak Plus AC-2 Waters 製 

使用前に残留農薬・PCB 試験用アセトン
5 mL で洗浄し、窒素で十分パージして乾
燥すること。 

サンプリング流量：0.1 L/min   

サンプリング時間：240 min（24 L）  

保存性：冷蔵（5℃）で少なくとも 6 日間保
存可能であることを確認。  

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：残留農薬・PCB 試験用アセトン 2 mL 

機器：Agilent 6890N/5973MSD 

カラム：StabilWAX 

30 m×0.25 mm×0.5 μm 

注入口温度：200℃ 

イオン源温度：230℃  

カラム温度：40℃（1min）－5℃/min 

－100℃（5min）－20℃/min－150℃（2min） 

注入法：スプリット（10：1） 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

イオン化法：EI  

イオン化電圧：70 eV  

測定モード：SIM  

測定質量数（m/z）： 

1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン： 

定量イオン 57、確認イオン 41 

トルエン-d8：定量イオン 98 

保持時間： 

1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン： 

13.5 min 

トルエン-d8：6.1 min 

検量線：0.048～48 μg/mL 

定量法：内部標準法 
※GC/FID でも分析可能である。 

精度 

脱着率 

添加量 0.096 μg：92.5％ 

0.96 μg：101.6％ 

230 μg：95.2％ 

回収率（4 時間通気） 

添加量 0.096 μg：98.9％ 

0.96 μg：90.4％ 

230 μg：92.3％ 

定量下限（10SD） 

0.0191 μg/mL  2 mL 抽出 

0.00034 ppm（v/v）（採気量 24 L） 

 

※捕集剤に球状活性炭を使用しても測定可
能であるが、脱着率が 1/10E 未満で低く
なる。 

※NIOSH は Tenax GC を捕集剤とし、ジエ
チルエーテルで脱着している。 

適用：個人ばく露測定 

妨害：なし 

安全上の注意：1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激
性、皮膚腐食性・刺激性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用す
る。アセトン、トルエンを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるの
でドラフトで作業する。 

根拠文献： 

1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパンの測定・分析手法に関する検討結果報告書
（2018）リスク評価事業 H30 報告書, p.409(2019/01/15) 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト：化学物質：1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン  

 https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/106-92-3.html 
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2)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH): ALLYL GLYCIDYL 

ETHER   

METHOD 2545 (1994)  

3)化学物質分析法開発調査報告書（2016 年度版）環境省総合環境政策局環境保健部環境
安全課 

作成日 公表日 
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標準測定法 2210 

 

アルファーメチルスチレン 

分子量：118.2           CAS RN：98-83-9 

濃度基準値：10 ppm 物性等 

比重：0.91 

沸点：164℃ 

融点：-23℃ 

蒸気圧：300 Pa（20℃） 

別名：1-イソプロピニルベンゼン、2-フェニルプロペン、1-メチル-1-フェニルエチレン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：グラファイトカーボンブラッ
ク ORBO101（100/50 mg） 

シグマアルドリッチ社 

捕集流量：0.02 L/min（40 ppm まで） 

サンプリング時間：240 min 

採気量：4.8 L 

保存性：冷蔵（4℃）14 日間保存において
回収率は脱着率とほぼ同値が得ら
れた。ただし徐々に二段目に移行
し、保存日数 7 日で 2%程度移行。
7 日間以内が望ましく、かつ 2 層目
も分析する。 

（回収率 100.6%、脱着率 100.8%） 

 

破過：20 ppm まで二段目への破過なし 

流量を 0.1 L/min とすると、20 ppm

で 2 段目に 3％程度観察される。 

※必ず後段を分析する。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 

脱着：二硫化炭素 1.5 mL 

60 min 静置後、遠心分離（3000rpm、 

10 分間）15℃～35℃までなら冷却等 

不要 

機器：Aglent GC7890 

カラム：HP-5 30 ｍ×0.32 mm×0.25 μｍ 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：280℃ 

カラム温度：40℃（1 min）－7℃/min 

－180℃（0 min） 

注入法：スプリット（2：1） 

導入量：1 μＬ 

キャリヤーガス：He 2.0 mL/min 

ヘッド圧：9.14 psi 

メイクアップガス：N2 

保持時間：7.7 min 

検量線： 

0 μg/mL 

0.23 μg/mL 

0.45 μg/mL 

2.25 μg/mL 

4.51 μg/mL 

9.01 μg/mL 

45.05 μg/mL 

90.09 μg/mL 

900.90 μg/mL 

（IS：トルエン-d8 85.3 μg/mL） 

精度 

脱着率 

直接添加法 

二硫化炭素 1.5 mL 脱着 

添加量 2.25 μg～900.90 μg 

平均脱着率 100.8% 

通気試験における回収率 

0.02 L/min×240 分間、 

添加量 2.25、900.90 μg 

平均回収率 100.5%  

定量下限 

0.46 μg/mL 

0.030 ppm（4.8L） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：― 

安全上の注意：アルファ－メチルスチレンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食
性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。二硫化炭素、トルエンを
扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：分析方法報告 
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α－メチルスチレンの測定手法検討結果報告書(2010) リスク評価事業 H22 報告書
(2014/10/20) 

 

参考文献： 

1)NIOSH 1501 AROMATIC HYDOROCARBONS 

作成日 公表日 

  



17 

 

標準測定法 2211 

 

イソプレン 

分子量：68.12          CAS RN：78-79-5 

濃度基準値：3 ppm 物性等 

比重：2.4（air 1）0.7（水 1） 

沸点：34℃ 

融点：-146℃ 

蒸気圧：53.2 kPa（20℃） 

別名：2-Methyl-1,3-butadiene 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：ORBO-32 Large  

ヤシ殻活性炭管（400/200 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 h 

採気量：24 L 

保存性： 

常温（25℃）及び冷蔵（4℃）における保
管日数におけるサンプルの保存性（回収
率） 

 

捕集量   6.74 μg    67.4 μg 

当日  100%      100% 

1 日経過 88.6%（84.5%） 74.4%（85.5%） 

3 日経過 77.0%（81.9%） 53.6%（87.0%） 

7 日経過 76.3%（78.0%） 53.6%（74.4%） 

（）内は冷蔵保存 

 

破過試験：10 分間では破過が認められなかっ
た。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析
法 

脱着：ジクロロメタン 2 mL 

60 min 静置 

機器：Agilent GC6890 

カラム：DB-WAX 30 m×0.53 mm×1.0 μm 

注入口温度：100℃ 

検出器温度：250℃ 

カラム温度：30℃（5 min）－15℃/min 

－190℃（0 min） 

注入法：スプリットレス 

導入量：2 μL 

キャリヤーガス：He 3.0 mL/min 

ヘッド圧 2.13 psi 

メイクアップガス：N2 

検量線：ジクロロメタン溶媒で調製 

0 μg/mL 

0.07 μg/mL 

0.67 μg/mL 

6.74 μg/mL 

67.42 μg/mL 

674.19 μg/mL 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

直接添加法 ジクロロメタン 2 mL 脱着 

添加量 6.74 μg：脱着率 77.27% 

添加量 67.4 μg：脱着率 75.81％ 

定量下限（10 σ） 

0.07 μg/mL の標準液繰り返し 5 回分析 

10σを定量下限とすると 0.03 μg/mL 

0.00090 ppm（24 L） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：回収率、保存安定性共に低い 

安全上の注意：イソプレンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護メガネを
着用する。ジクロロメタンを扱う際は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺
激性があるので化学防護手袋や保護メガネを着用する。吸入による有害性があるのでドラ
フトで作業する。 

根拠文献：イソプレン分析測定法に関する検討結果報告書（2006）リスク評価事業 H18 報
告書 

 

 

作成日 公表日 
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標準測定法 2212 
 

イソホロン 

分子量：138.21         CAS RN：78-59-1 

濃度基準値：5 ppm（短時間濃度基準値） 物性等 

沸点：213～214℃ 

融点：8.0℃ 

蒸気圧：40 Pa（20℃） 

別名：3,5,5-トリメチル-2-シクロへキセン-1-オン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭 No.258 

（100 mg/50 mg）ガステック製 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：15 分（1.5 L） 

保存性：冷蔵（4℃）で少なくとも 6 日間保存
可能であることを確認。 

破過 8 ppm, 24L で後段への破過は検出されず。 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：ジクロロメタン 1 mL 

30 min 静置（時々振とう） 

機器：Agilent6890N/5973MSD 

カラム：Stabilwax 30 m×0.5 mm×0.25 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：260℃ 

カラム温度：40℃（1 min）－20℃/min－230℃ 

注入法：スプリット（50：1） 

キャリヤーガス：He 1.2 mL/min 

イオン化法：EI 

イオン化電圧：70 eV 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）： 

イソホロン：定量イオン 138 

確認イオン 82 

イソホロン-d8：定量イオン 146 

確認イオン 88 

保持時間：8.5 min（イソホロン、イソホロン-d8

は分離できない） 

検量線：0.446～223 μg/mL 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 0.534 μg：98.1% 

5.34 μg：98.4%  

1161 μg：99.6% 

回収率 

添加量 0.534 μg（0.06 ppm）：97.1% 

5.34 μg（0.6 ppm）：91.1% 

1161 μg（137 ppm）：98.5% 

カッコ内は空気中濃度（15 分間採気） 

定量下限（10SD） 

0.0884 μg/mL 

0.010 ppm（v/v）（採気量：1.5 L） 

適用：個人ばく露濃度測定 STEL 

妨害：なし 

安全上の注意：イソホロンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、
化学防護手袋や保護メガネを着用する。ジクロロメタンを扱う際も同様の防護が必要である。吸入
による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：イソホロンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業 H27 報告
書、p.457(2016/02/16) 

 

参考文献： 

1)化学物質の環境リスク評価第 6 巻、環境省環境保健部環境リスク評価室 

2)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH):ISOPHORONE: METHOD 2508 

(1994) 

3)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH):ISOPHORONE: METHOD 2556 

(2003) 

4)平成 19 年度化学物質分析法開発調査報告書(環境省) 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2213 

 

一酸化二窒素（バッグ法、小型キャニスター法） 

分子量：44.01        CAS RN：10024-97-2 

濃度基準値：100 ppm 物性等 

沸点：-88.5℃ 

融点：-90.8℃ 

別名：亜酸化窒素 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

バッグ法 

サンプリングバッグ：1.0 L 容量スマート 

バッグ PA 

（GL サイエンス） 

サンプリング流量：個人ばく露濃度 

0.04 L/min 

 

小型キャニスター法 

小型キャニスター：Entech Instruments 社 

ガラス製バイアル 

Bottle-Vac Samplers  

500 mL 

 

保存性：7 日間安定 

プランク：大気中に約 0.3～0.4 ppm 存在 

分析方法：ガスクロマトグラフ－ECD 分析
法 

機器：島津製作所 GC-14B 

カラム：PORAPAK Q 

3.1 m×3.2 mm×50-80 mesh 

注入口温度：130℃ 

検出器温度：250℃ 

カラム温度：70℃ 

導入量：0.5～2 mL（全量注入） 

キャリヤーガス：N2 80 kPa（20 mL/min） 

メイクアップガス：N2 75 kPa 

カレント：0.05 nA 

レンジ：100 

検量線：0.5～200 ppm 

定量法：絶対検量線法 

精度 

定量下限（LOQ）：0.4 ppm 

適用： 

妨害： 

安全上の注意：一酸化二窒素は生殖毒性等の影響があるため、吸入しないことが必要である。
吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：一酸化二窒素分析測定法に関する追加検討報告書(小型キャニスター缶による保存安
定性の検討)(2012)リスク評価事業 H25 報告書, p.27; 

 

参考文献： 

1)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH) (1994), 

NITROUS OXIDE：METHOD 6600. 

2)横山隆壽・松田裕光，火力発電排ガス中の N2O に関する実態調査、電力中央研究所報告
(1990) 

3)古川修，ガスクロマトグラフィーによる環境大気中の一酸化炭素(N2O)の測定，(財)日本環
境衛生センター所報(1990) 

  作成日 公表日 
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標準分析法 2214 

 

イプシロン－カプロラクタム 

分子量：113.16         CAS RN：105-60-2 

濃度基準値：5 mg/m3 物性等 

沸点：267℃ 

融点：70℃ 

蒸気圧：0.26 Pa（25℃） 

別名：イプシロン-アミノカプロラクタム、2-オキソヘキサメチレンイミン、 

2-アザシクロヘプタノン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：グラスファイバーフィルター
＋InertSep Slim-J AERO SDB 

（ジーエルサイエンス㈱） 

サンプリング流量：1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（240 L） 

保存性：添加量 5.095 μg、100.1 μg、及び 

20 μg いずれの場合も、冷蔵で少な 

くとも 14 日間までは変化がないこ 

とを確認 。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：ジクロロメタン 

（残留農薬試験用 5000）5 mL 

1 mL/min にて通液脱着 

（内部標準物質（I.S.）；トルエン-d8） 

機器：Agilent GC6890N/5973 inert 

カラム：Agilent DB-5MS 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：300℃ 

インターフェイス温度：325℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度： 

75℃（0.5 min）－10℃/min－180℃ 

（0 min）－25℃/min－310℃（10 min） 

注入法：パルスドスプリット（30：1） 

15 psi（1 min） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.00 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

定量イオン 113、確認イオン 85、55 

（I.S.：定量イオン 98、確認イオン 100） 

検量線：0.2000-600.0 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。 

定量法：内部標準法 

精度 

回収率（通気：4 時間） 

添加量 1.019 μg：93% 

5.095 μg：94％ 

50.95 μg：100％ 

100.1 μg：96% 

1001 μg：96% 

2002 μg：96% 

※高濃度(>2.5 mg/m3)での破過は未確認 

 

定量下限（10 σ） 

0.1200 μg/mL 

2.5 mg/m3（採気量 240 L） 

適用：個人ばく露測定 

妨害： 

安全上の注意：イプシロン－カプロラクタムは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐
食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。ジクロロメタン、トル
エンを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業す
る。 

根拠文献：イプシロンーカプロラクタムの測定手法検討結果(2012)リスク評価事業 H25 報
告書 p.283 

 

参考文献： 

 

作成日 公表日 
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標準測定法 2215 

 

エチリデンノルボルネン 

分子量：120.19       CAS RN：16219-75-3 

濃度基準値：2 ppm 

      4 ppm（短時間濃度基準値） 

物性等 

沸点：144～148℃ 

融点：-80℃ 

蒸気圧：0.56 kPa（20℃） 

別名：5-エチリデン-2-ノルボルネン、ENB、5-エチリデンビシクロ[2,2,1]へプタ-2-エン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：活性炭チューブ Cat.No.258-20 

（100 mg/50 mg）ガステック社製 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：15 分(1.5 L)  

         4 時間（24 L） 

保存性：添加量が 482.3 μg、0.270 μg では冷
蔵庫保管で少なくとも3日間まで保存
率が 90 %以上であることを確認し
た。 

破過：4 ppm, 0.1 L/min 捕集で 4 時間まで破過
せず。 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：5%（v/v）メタノール－二硫化炭素 

1 mL、1 時間放置 

（内部標準物質（I.S.）：トルエン-d8） 

機器：島津製作所 GCMS-QP2010 SE 

カラム：Phenomenex🄬 ZB-WAX plus 

Polyethyleneglycol 

60 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェイス温度：250℃ 

イオン源温度：250℃ 

カラム温度：40℃（1min）－10℃/min 

－250℃ 

注入法：スプリット（10：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

定量イオン 66、確認イオン 105 

保持時間：8.88 min および 

9.02 min 

＊異性体混合物のためピークが 2 本現れる。そ
れぞれのピークの合計値を定量に用いるこ
と。 

検量線：0.27～540.8 μg/mL の範囲で直線性 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 482.3 μg：96.6% 

2.704 μg：97.8% 

0.270 μg：104.5% 

回収率 

添加量 482.3 μg：97.3% 

2.704 μg：93.6% 

0.270 μg：95.7% 

定量下限（10SD） 

0.0646 μg/mL 

0.0088 ppm（1.5 L 捕集） 

0.00055 ppm（24 L 捕集） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 短時間、八時間時間可重平均 

妨害：確認されていない 

安全上の注意：エチリデンノルボルネンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護メガネを着用する。メタノール、二硫化炭素を
扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：エチリデンノルボルネンの測定・分析手法に関する検討報告書(2017)リスク評価 H29

報告書、p.237(2018/02/13) 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト エチリデンノルボルネン 
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http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/16219-75-3.html 

2)International Chemical Safety Cards (ICSC) 5-ETHYLIDENE-2-NORBORNENE (stabilized)  

https://www.cdc.gov/niosh/ipcsneng/neng0473.html 

3)環境庁環境保健部保健調査室化学物質分析法開発調査報告書（昭和 62 年度） 

対象媒体:水 エチリデンノルボルネン 

http://www.nies.go.jp/emdb/pdfs/kurohon/1987/adoc1987-1-082.pdf 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2216 

 

2-エチルへキサン酸 

分子量：144.2         CAS RN：149-57-5 

濃度基準値：5 mg/m3 物性等 

比重：0.90（水=1） 沸点：227℃ 

融点：-59℃ 蒸気圧：4 Pa（20℃） 

別名：オクチル酸、3-ヘプタンカルボキシル酸 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA 

（大気捕集用） 

（㈱日立ハイテクノロジーズ製） 

サンプリング流量：1.0 L/min 

サンプリング時間：4 時間（240 L） 

保存性：添加量 1.0 μg、50.0 μg、1997 μg

において、冷蔵で少なくとも 7 日
間は安定である事を確認。 

ブランク：分析時はブランクが必要。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ-蛍光分
光分析法（HPLC/FL） 

脱着：メタノール（HPLC 用）5 mL を 

1 mL/min にて通液脱着する。 

プレカラム誘導体化： 

1)ADAM（9-アンスロニルジアゾメタン、フ
ナコシ製）を酢酸エチル（LC 用）で溶解し
0.1%（w/v）に調製。この反応溶液は用時
調製とする。 

2)試料溶液 0.5 mL を HPLC 測定用の褐色バイ
アル瓶（2 mL）に移し入れ、ADAM 反応溶
液 0.5 mL を添加する。 

3)ボルテックスミキサで 30 秒撹拌し、室温
（25℃）で 4 時間以上静置する。 

標準溶液：2-エチルへキサン酸をメタノール
で溶解し、メタノールで適宜希
釈して調製する。その後、プレ
カラム誘導体化して測定に用い
る。 

機器：日立ハイテクノロジーズ Chromaster 

カラム：日立ハイテクノロジーズ 

LaChromC18 

150 mm×4.6 mm×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：（A）アセトニトリル（HPLC 用） 

（B）水 

（C）アセトニトリル/酢酸エチル＝ 

90/10 

グラジエントタイムプログラム： 

 0～15.0 分：85％A、15％B 

 15.1～25.0 分：100％C 

 25.1～45.0 分：85％A、15％B 

流量：1.0 mL/min 

検出器：蛍光検出器 

（Ex=365 nm、Em=412 nm） 

導入量：20 μL 

検量線：0.05～10 μg/mL の範囲で直線性が
得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 1.00 μg：94.9% 

50.0 μg：97.9% 

1997 μg：96.6% 

添加回収率（4 時間通気） 

添加量 1.00 μg：97.2% 

50.0 μg：94.3% 

1997 μg：100.1% 

定量下限（10SD） 

0.0239 μg/mL（最終試料液濃度） 

採気量 240 L：0.0005 mg/m3 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害： 
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安全上の注意：2-エチルへキサン酸は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺
激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタノール、ADAM、酢酸エチ
ル、アセトニトリルを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでド
ラフトで作業する。 

根拠文献：2-エチルヘキサン酸の測定手法検討結果(2013)リスク評価事業 H24 年度報告
書、p.117(2013/02/08) 

参考文献： 

1)国際化学物質安全性カード(ICSC)日本語/英語版,ICSC 番号 0447（2005 年 4 月更新） 

2)ACGIH 2005 

3)N.Nimura and T.Kinoshita, Analytical Letters, 13 , 191-202(1980) 

4)フナコシ（株）HP，脂肪酸分析用蛍光試薬 ADAM(9-Anthryldiazomethane)情報 

http://www. funakoshi. co. jp/contents/2376 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2217 

 

エチレングリコール 

分子量：67.02          CAS RN：107-21-1 

濃度基準値：10 ppm 

      50 ppm（短時間濃度基準値） 

物性等 

沸点：197.3℃ 

融点：-129℃ 

蒸気圧：7-12kPa（20℃） 

別名：1,2-エタンジオール 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：シリカゲルチューブ 

（520/260 mg） 

（柴田科学 No.080150-063） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：8 時間（48 L） 

保存性：冷凍で少なくとも 14 日間までは変
化がないことを確認（誘導体化法
にて確認）。 

破過：1.9 ppm 8 時間通気で後層への破過な
し。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 

脱着：1%酢酸エチル－メタノール 2 mL で 30

分溶出、振とう後、遠心分離しろ過 

（PTFE ろ紙） 

機器：島津製作所 GC2014 

カラム：GL science Inert cap 35 

30 m×0.53 mm×0.2 μm 

注入口温度：250℃ 

検出器温度：250℃ 

カラム温度： 

50℃－30℃/min－250℃（3 min） 

キャリヤーガス：He 10 mL/min（5 min） 

－1 mL/min－20 mL/min 

検量線：62.5-625 mg/mL の範囲で直線性が得
られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 

添加量 1.2 mg：85.2%（8 時間） 

 

定量下限（LOQ） 

0.1 ppm（0.26 mg/m3） 

適用： 

妨害： 

安全上の注意：エチレングリコールは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺
激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。酢酸エチル、メタノールを扱う際
も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：エチレングリコール(高濃度)の測定,分析手法に関する検討結果報告書(2015)リス
ク評価事業 H26 年度報告書、p.337(2015/03/03) 

参考文献： 

1)三協化学株式会社 MSDS エチレングリコール 

2)NIOSH 2532 Ketons I 

3)OSHA Method Diethyl-ketone PV2136 

4)MDHS 33/2 Sorbent tube standards. Preparation by the syringe injection technique. , UK Health 

and Safety Executive Standards.1983 

5)シリカゲルチューブ Standard type 520/260mg(080150-0631)取扱説明書、柴田科学 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2218 

 

エチレンクロロヒドリン 

分子量：80.52         CAS RN：107-07-3 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

沸点：129℃ 

融点：-67℃ 

形状：無色液体 

別名：2-クロロエチルアルコール、グリコールクロロヒドリン、 

β-ヒドロキシエチレンクロリド 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Cat.No.258 球状活性炭捕集管 

（100 mg/50 mg、 

株式会社ガステック） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L）2.6 ppm 

     濃度が高い時は流量を減らす。 

保存性：添加量が 172.4 μg、0.086 μg では
冷蔵庫保管（4℃）で少なくとも 3

日間まで保存率が 90%以上である
ことを確認した。 

破過：2 ppm 相当量で 4 時間通気して後層へ
の破過なし。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析方
法（GC/MS） 

脱着：10%（v/v）2-プロパノール－二硫化炭
素 1 mL、1 時間放置 

（内部標準物質：トルエン-d8） 

機器：島津製作所 GCMS-QP2010 SE 

カラム：phenomenex ZB-1 

100%ジメチルポリシロキサン 

60 m×0.25 mm×1.0 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：230℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（1 min）－10℃/min 

－180℃ 

注入法：スプリット（20：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

エチレンクロロヒドリン： 

定量イオン 31 確認イオン 44、49 

内部標準物質トルエン-d8： 

定量イオン 98 確認イオン 70 

保持時間：9.4 min 

検量線：0.1022-204.4 μg/mL の範囲で直線 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 172.4 μg：93% 

8.62 μg：94% 

0.086 μg：92% 

添加回収率（4 時間通気） 

添加量 172.4 μg：108% 

8.62 μg：73% (0.1 ppm 相当) 

0.086 μg：75% 

定量下限（10 σ） 

0.041 μg/mL 

0.0005 ppm（個人ばく露測定 24 L 捕集） 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害： 

安全上の注意：エチレンクロロヒドリンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、経皮急性毒
性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。2-プロパノール、二硫化炭素を扱う
際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：エチレンクロロヒドリンの測定手法検討に関する報告書(2014)リスク評価事業
H25 年度報告書、p.419(2014/02/27) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2219 

 

エピクロロヒドリン 

分子量： 92.52          CAS RN：106-89-8 

濃度基準値：0.5 ppm 物性等 

比重：1.1812 

沸点：117.9℃ 

融点：-25.6℃ 

蒸気圧：1.67 kPa（20℃） 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：活性炭管（100 mg/50 mg） 

捕集流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：240 min 

保存性：1 週間安定 

破過：240min 破過なし 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法
（GC/FID） 

脱着二硫化炭素 1 mL で 30 分静置 

機器： 

カラム： 

カラム温度： 

キャリヤーガス： 

注入法： 

注入口温度 

 

検量線：0.04～1.2 mg 

 

 

 

精度 

脱着率 確認中 

 添加量 

 

 

添加回収率 確認中 

  

 

定量下限 

ばく露濃度（240 min 捕集）：0.0002 ppm 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意： 

安全上の注意：エピクロロヒドリンは皮膚腐食性・刺激性、眼に対する重篤な損傷・刺激
性、皮膚感作性があり、二硫化炭素ともに、化学防護手袋や保護眼鏡の使用が必要である。
吸入による有害性もあるので、ドラフトで作業する。 

根拠文献：NIOSH NMAM 1010 4th Ed. 

 

参考文献： 

作成日 公表日  

  ※著作権の関係で詳細な測定法の記載ができないため、詳細は根拠文献をご確認ください。 
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標準測定分析法 2220 
 

塩化アリル 

分子量：76.53          CAS RN：107-05-1 

濃度基準値：1 ppm 物性等 
沸点：45℃ 
融点：-135℃ 
蒸気圧：39.3 kPa 
形状：刺激臭、無色液体 

別名：アリルクロリド、3-クロロ-1-プロペン、3-クロロプロピレン、1-クロロ-2-プロペン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭管 
（400/200 mg 258A、 

ガステック社製） 
サンプリング流量：0.1 L/min 
サンプリング時間：240 分間（24 L） 
保存性：添加量 0.739、7.39、148 μg 

いずれの場合も、冷蔵（4℃）で少な
くとも 7 日間までは変化がないこと
を確認。 

破過：下記の 4 時間通気実験で回収率に変化
がないため、濃度基準値の 2 倍で 4 時
間捕集可能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法
（GC/MS） 
脱着：二硫化炭素（作業環境測定用）2 mL 
機器：Agilent GC6890N/5973inert 
カラム：Agilent DB-WAX 

60 m×0.25 mm×0.5 μm 
注入口温度：200℃ 
インターフェース温度：250℃ 
イオン源温度：230℃ 
カラム温度：45℃（2.3 min）－4.5℃/min 

－90℃ 
ポストラン 190℃（5 min） 

注入法：パルスドスプリット（10：1） 
パルス圧 30 psi（0.8 min） 

注入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 1.6 mL/min 
測定質量数（m/z）： 

定量イオン 41、確認イオン 78、39 
内部標準物質：定量イオン 98、 

確認イオン 100 
検量線：0.184～91.9 μg/mL の範囲で直線性

が得られている。 
定量法：内部標準法 
内部標準物質：トルエン-d8 2 μg/mL 

精度 

脱着率（溶媒除去 10 分間通気） 
添加量 0.739 μg：97% 

7.39 μg：90% 
   148 μg：93% 

添加回収率（4 時間通気） 
添加量 0.739 μg：95% 

7.39 μg：101% 
148 μg：100%  

定量下限（10SD） 
0.155 μg/mL 
0.004 ppm（採気量 24 L、2 mL 脱着） 
 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

安全上の注意：塩化アリルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるの
で、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素、トルエンを扱う際も同様の防護が必要
である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：塩化アリルの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2021)リスク評価事業 R02 年
度報告書、測定手法等検討分科会(2021/03/08) 
参考文献： 
1）公益社団法人本作業環境測定協会, 「発がん性、生殖毒性、神経毒性等有害性の考えられる
物質に対する作業環境測定手法の検討報告書」,平成 13 年 3 月． 
2）NIOSH Manual of Analytical Methods (NMAM), 4th Edition. ALLYL CHLORIDE, Method: 
1000, Issue2, 15/08/1994. 
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3）Methods for the Determination of Hazardous Substances, 33/2 sorbent tube standards 
(Preparation by the syringe injection technique)、Health and Safety Executive (HSE), Feb. 
1997. 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2221 
 

オルト－アニシジン 

分子量：123.16         CAS RN：90-04-0 

濃度基準値：0.1 ppm  IFV 物性等 
比重：1.092 
沸点：225℃ 
融点：5℃ 
蒸気圧：＜0.133 kPa（30℃） 

別名：2-aminoanisol、2-methoxybenzenamine、o-methoxy aniline 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：XAD-2（150/75 mg） 
流量：1.0 L/min 
採気量：保存性：遮光冷蔵で 1 週間（4～

5℃）>90% 
破過：0.2 mg/m3, 240 分捕集で破過なし。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 
（HPLC/UV） 

脱着：メタノール 4 mL 
   20 min 超音波抽出、10 min 遠心分離

（3000 rpm） 
カラム：GL science Inertsil ODS-80A 
    250 mm（long）×4.6 mm（i.d.） 
カラム温度：40℃ 
移動相： 

水：アセトニトリル＝65：35（v/v%） 
流量：1.0 mL/min 
導入量：20 μL 
測定波長：254 nm 
検量線：メタノール溶媒で 0～100 μg/mL の範

囲。m-,p-体はこの条件で分離定量可
能であるが、試薬によっては o-体に相
当するピークが認められるので注意を
要する。 

精度 

添加回収率（直接添加法） 
10、20、50 μg の添加で 91.8～97.8% 

定量下限 
XAD-2 のブランク値の 5 倍を定量下限とす

ると 0.02 µg/mL 
 0.00033 mg/m3（1.0 L/min、240 min 採気） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：o-, m-, p-体は分離可能 

安全上の注意：オルト－アニシジンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性があるの
で、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。吸
入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：o-アニシジン及び p-アニシジンの分析測定法に関する検討結果報告書(2005)リスク
評価事業 H16 年度報告書、p.245 
 
参考文献： 

1)NIOSH (NMAM) 2514, issue 2 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2222 
 

キシリジン 

分子量：121.18 
CAS RN：キシリジン 1300-73-8、2,4-キシリジン 95-68-1、2,5-キシリジン 95-78-3、 
2,6-キシリジン 86-62-7、2,3-ジメチルアニリン 87-59-2、2,4-ジメチルアニリン 95-68-1、 
2,5-ジメチルアニリン 95-78-3、2,6-ジメチルアニリン 87-62-7、 
3,4-ジメチルアニリン 95-64-7、3,5-ジメチルアニリン 108-69-0 

濃度基準値：0.5 ppm 物性等 
沸点、初留点及び沸騰範囲：213～226℃ 

224℃ 
融点・凝固点：-15℃ -36℃ 
蒸気圧：＜20 Pa（20℃） 

8.4 Pa（0.138 mmHg（25℃）） 

別名：ジメチルアニリン、アミノジメチルベンゼン、ジメチルフェニルアミン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：硫酸含浸フィルター 
（No.225-9004、SKC） 

サンプリング流量：1.0 L/min 
保存性：冷蔵で少なくとも 5日間まで変化が
ないことを確認（添加量 0.6～600.0 μg）。 
破過：480min 通気しても破過なし。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 
（GC/MS） 

抽出：0.17 N 水酸化ナトリウム 3 mL、 
トルエン 2 mL 

（内部標準物質：o-ethylaniline 9.5 μg/mL） 
誘導体化試薬： 

Heptafluorobutyric Anhydride（HFAA） 
機器： 

Agilent 7890A GC System/5975 inert XL 
MSD 
カラム：GL Sciences InertCap 1MS 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 
注入口温度：250℃ 
インターフェース温度：280℃ 
イオン源温度：230℃ 
カラム温度：60℃（1 min）－10℃/min 

－200℃ 
注入法：パルスドスプリット（10：1） 

パルス圧 25 psi（1 min） 
導入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 1.00 mL/min 
測定質量数（m/z）： 

定量イオン 317 確認イオン 148 
（IS：定量イオン 317 確認イオン 148） 

保持時間： 
キシリジン（2,6-、2,5-、2,4-、3,5-、2,3-、 

3,4-の順） 
9.470、9.604、9.831、10.053、10.154、 

10.562（min） 
IS：9.229（min） 

検量線：0.125～600 μg/mL の範囲で直線 

精度 

添加回収率 
個人ばく露 83～101%（0.6～1200.0 μg） 

 
装置の定量下限（LOQ） 

LOQ：0.05～0.15 μg/Sample 
 
測定法の定量下限（LOQ） 

0.6 μg/Sample 
個人ばく露測定 0.0005 ppm（4 h 捕集時） 
 

適用：個人ばく露測定（芳香族アミン 9 成分は分離可能）八時間時間加重平均 

妨害：－ 
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安全上の注意：キシリジンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、経皮急性毒性があるので、化
学防護手袋や保護眼鏡を着用する。水酸化ナトリウム、トルエンを扱う際も同様の防護が必要
である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：キシリジン分析測定法に関する検討結果(2010)リスク評価事業 H21 年度報告書、添
付 16，p.1(2010/03/19) 
 
参考文献： 

1)製品安全データシート（キシリジン）：中央労働災害防止協会 安全衛生情報センター 
2)山本忍ほか：作業環境中 o-トルイジンの測定方法の検討, 作業環境,30(2),51-58,2009 
3)U.S. Department of Labor, Occupational Safety and Health Administration：Sampling & 
Analytical Methods Method no 73,1998 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2223 
 

クメン 

公表日

分子量：120.2           CAS RN：98-82-8 

濃度基準値：10 ppm 物性等 
密度：0.858～0.864 g/mL 
沸点：152～153℃ 
融点：-96.9℃ 

別名：イソプロピルベンゼン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

捕集管：活性炭チューブ（SKC 社、
Anasorb CSC, Coconut Charcoal, 
100mg/50mg） 
サンプリング流量：0.1 L/min 
採気量：240 min, 24 L 
保存性：冷暗所保存（4℃）で 7 日間安定 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 
（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2 mL にて 30 min 以上 
機器：Agilent 6890N/5973MSD 
カラム：HP-5MS 30 m×0.25 mm×0.25 μm 
注入口温度：250℃ 
イオン源温度：230℃ 
インターフェース温度：250℃ 
カラム温度：40℃（10 min）－5℃/min－80℃ 

－20℃/min－200℃（1 min） 
注入法：スプリット（1：50） 
導入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 0.8 mL/min 
イオン化法：EI 
イオン化電圧：70 eV 
測定モード：SIM 
測定質量数（m/z）： 

クメン：定量イオン 105 確認イオン 120 
トルエン-d8：定量イオン 98 

検量線：0.19～2600 μg/ｍL 
定量法：内部標準法 

精度 

添加回収率（mean±SD%） 
設定濃度 0.05 ppm：97.6±1.6％ 

0.5 ppm：95.3±0.5％ 
100 ppm：99.6±1.1％ 
 

定量下限（10 σ） 
 溶液濃度：0.044 μg/mL 
 気中濃度個人ばく露濃度測定： 

0.0007 ppm（v/v） at 24L 
 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均値 

妨害： 

安全上の注意：クメンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を着用する。
二硫化炭素、トルエンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、
化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：測定手法検討結果報告(2011)リスク評価事業 H22 年度報告書、測定手法検討分科
会、添付 23(2011/02) 
 
参考文献： 

1)The National Institute for Occupational Safety and Health(NIOSH)：
HYDROCARBONS,AROMATIC：METHOD 1501 (2003) 
2)Occupational Safety & Health Administration (OSHA)：Sampling and Analytical 
Methods：Cumene, PV2137 
3)化学物質と環境、平成 20 年度化学物質分析法開発調査分析法開発調査報告書：P266：環
境省(H21.12) 

作成日 公表日 
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公表日 

標準測定分析法 2224 
 

グルタルアルデヒド 

分子量：100.11        CAS RN：111-30-8 

濃度基準値： 
0.03 ppm（短時間濃度基準値、天井値） 

物性等 
比重：0.99-1.13 g/mL（20℃） 
沸点：200.9℃ 
融点：-14℃ 
蒸気圧：2.2 kPa（20℃） 

別名：1,5-Pentanedial、Glutaral、1,3-diformylpropan 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：2,4-DNPH コーティング球状 
シリカゲル InertSep mini AERO（300 mg）
（GL Science 製） 
サンプリング流量：1 L/min 
保存性：グルタルアルデヒドとして 58.9 μg

から 0.3 μg の添加の範囲で、冷蔵
で 5 日間保存可能 

破過：240 min 通気後にも破過はない 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 
（HPLC/UV） 

脱着：アセトニトリル 5 mL 
（関東化学製 HLC-SOL アセトニトリル） 
機器：日立 L-4200 
カラム：日立 LaChrom C18 

150 mm×4.6 mm×5 μm 
カラム温度：40℃ 
移動相：アセトニトリル：水＝60：40 
流量：1.0 mL/min 
導入量：50 μL 
測定波長：360 nm 
検量線：0.06-11.78 μg/mL の範囲で直線 
定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 
添加量 0.3 μg：92.9% 

29.5 μg：98.4% 
58.9 μg：97.4% 

定量下限（10SD） 
0.012 μg/mL（0.06 ppb、1.0 L/min×15 
min） 

適用：個人ばく露濃度測定 15 分測定 

妨害： 

安全上の注意：グルタルアルデヒドは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。アセトニトリルを扱う際も
同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：グルタルアルデヒドの測定手法検討結果(2012)リスク評価事業 H23 年度報告書、
p.159 
 
参考文献： 

1)新訂 労働衛生管理とデザイン・サンプリングの実務 労働省安全衛生部環境改善室編 
日本作業環境測定協会 東京、2000，p121. 
2)NIOSH Manual of Analytical Method 2532. Glutaraldehyde. National Institute for 
Occupational Safety and Health(NIOSH),Cincinnati,OH,USA,1994 
3)OSHA Analytical Methods Manual Glytaraldehyde. Manual 64.Occupational Safety and 
Health Administration(OSHA)Technical Center. United State Department of Labor, Salt Lake 
city,UT,USA,1989 
4)Kennedy ER,Hill Jr RH. Determination of formaldehyde in air as an oxazolidine derivative 
by capillary gas chromatography. Anal Chem 1982;54:1738-1742. 
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5)Lipari F,Swalin SJ. Determination of formaldehyde and other aldehydes in automobile 
exhaust with an improved 2,4-dinitrophenylhydrazine method. J Chromatog 1982;247:297-
306. 
6)American Conference of Governmental Industrial Hygienists (ACGIH).2012 TLVs and BEIs 
based on the Documentation of the Threshold Limit Values for Chemical Substances and 
Physical Agents & Biological Exposure Indices. ACGIH. Cincinnati, OH, USA. 
7)American Conference of Governmental Industrial Hygienists (ACGIH). Glutaraldehyde.  
In: Documentation of the Threshold Limit Values (TLVs) and Biological Exposure Indices 
(BEIs)[CD-ROM 2007].ACGIH, Cincinnati, OH,USA. 
8)CDC-NIOSH Pocket Guide to Chemical Hazards-Glutaraldehyde. National Institute for 
Occupational Safety and Health (NIOSH), Cincinnati, OH, USA. 
http//:www.cdc.gov.niosh/npg/npgd0301.html. accessed on July 31,2012. 
9)許容濃度等の勧告（2011 年度）産業衛生学雑誌 2011：53 巻 177-203、日本産業衛生
学会、東京 
10)グルタルアルデヒド許容濃度提案理由書 産業衛生学雑誌 2006：48 巻 128-134. 
11)基発第 0224007 号 医療機関におけるグルタルアルデヒドによる労働者の健康障害防止
について、厚生労働省通達 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2225 
 

クロロエタン 

分子量：64.52          CAS RN：75-00-3 

濃度基準値：100 ppm 物性等 
比重：0.9214（0/4℃） 
沸点：12.3℃ 
融点：-138.7℃ 
蒸気圧：160 kPa at 25℃ 

別名：Chlorethyl、Ethylchloride、Monochloro-ethane、1-Chlorethane 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭捕集管 258A 
（ガステック製） 

サンプリング流量：0.1 L/min 
サンプリング時間：240 min（24.0 L） 
保存性：12656.2 μg から 6.33 μg の添加の

範囲で、冷蔵で 5 日間保存可能。 
破過：240min まで破過は認められない。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 
（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2.0 mL（60 min 浸漬） 
（作業環境測定用、和光純薬工業） 

機器：Agilent GC-MS,6890N Net Work System 
カラム：J&W DB-624 

60 m×0.32 mm×1.8 μm 
注入口温度：200℃ 
インターフェース温度：250℃ 
イオン源温度：220℃ 
カラム温度：35℃（2 min）－3℃/min 

－50℃（2 min） 
注入法：スプリット（30：1） 
導入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 
定量モード：SIM 
測定質量数（m/z）：定量イオン 64 

確認イオン 66、49 
検量線：3.16～6328.1 μg/mL の範囲で直線 
定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 
添加量 6.33 μg：101.9% 

63.3 μg：91.3% 
6328.1 μg：96.8% 
12656.2 μg：92.6% 

 
添加回収率（4 時間通気後） 

添加量 6.33 μg：95.4% 
63.3 μg：107.3% 
6328.1 μg：99.3% 
12656.2 μg：101.3% 

 
定量下限（10SD） 

3.145 μg/mL（0.1 ppm、0.1 L/min×4 h） 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：－ 

安全上の注意：クロロエタンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性がある
ので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素を扱う際も同様の防護が必要である。
吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：クロロエタンの測定•分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業 H26
年度報告書、p.243 
 
参考文献： 

1)NIOSH Manual of Analytical Method 2519, Issue 2.Ethyl Chloride. National Institute for 
Occupational Safety and Health (NIOSH), Cincinnati, OH, USA. Fourth edition, 8/15/94. 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2226 
 

クロロピクリン 

分子量：164.39             CAS RN：76-06-2 

濃度基準値： 
 0.1 ppm（短時間濃度基準値、天井値） 

物性等 
沸点：112℃ 
融点：-64℃ 
蒸気圧：2.7 kPa（20℃） 

別名：クロルピクリン、ニトロトリクロロメタン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：XAD-4 SKC 製 Cat No.226-175 
（400 mg/200 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 
サンプリング時間：15 分間（1.5 L） 
保存性：冷蔵（5℃）で少なくとも 10 日間ま

では変化がないことを確認 
破過：4h 通気後に破過は認められない。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 
（GC/MS） 

脱着：酢酸エチル 2 mL 
60 min 静置（時々振とう） 

機器：Agilent 7890B GC/5977B MSD 
カラム：HP-5MS 30 m×0.25 mm×1.0 μm 
注入口温度：250℃ 
イオン源温度：230℃ 
インターフェース温度：280℃ 
カラム温度：40℃（5min）－10℃/min 

－250℃（0min） 
注入法：スプリットレス（低濃度）、 

スプリット（10：1）（高濃度） 
導入量：1μL（ウール付インサート） 
キャリヤーガス：He 0.9 mL/min 
イオン化法:：EI 法 
イオン化電圧：70 eV 
測定モード：SIM 
測定質量数（m/z）： 

クロロピクリン：定量イオン 117 
確認イオン 119、121 

トルエン-d8：定量イオン 98 確認イオン 100 
保持時間： 

クロロピクリン：スプリットレス 9.9 min 付近 
スプリット 9.7 min 付近 

トルエン-d8：スプリットレス 9.5 min 付近 
スプリット 9.2 min 付近 

検量線：下記の範囲で直線性が得られている。 
低濃度側：0.005～0.5 μg/mL 
高濃度側：0.5～20 μg /mL 

内部標準：トルエン-d8 約 2.5 μg/mL を 2 μL
添加 （脱着液上澄み 0.5 mL に添加） 
定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 
添加量 0.016 μg：92.8% 

1.6 μg：91.3％ 
32 μg：102.1％ 
 

添加回収率（4 時間通気後） 
添加量 0.016 μg：98.0% 

1.6 μg：94.7% 
32 μg：93.9% 
 

定量下限（10SD） 
0.00115 μg/mL 
0.000014 ppm 
（採気量 1.5 L、抽出液量 2 mL）  

適用：個人ばく露測定 15 分間測定 

妨害など：0.02 ppm を測定する際には、検量線が高濃度側になるので、検量線の直線性に注意
する。 

安全上の注意：クロロピクリンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があ
るので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。酢酸エチル、トルエンを扱う際も同様の防護が
必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 
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根拠文献：クロロピクリンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2017)リスク評価事業
H28 年度報告書 (2) 平成 28 年度測定手法検討分科会報告,p.219(2017/01/17) 
 
参考文献： 

1)厚生労働省職場の安全サイト GHS モデル SDS 情報 
2)Occupational Safety and Health Administration (OSHA) Method No. PV2103 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2227 
 

酢酸ビニル 

分子量：86.09          CAS RN：108-05-4 

濃度基準値：10 ppm 
15 ppm（短時間濃度基準値） 

物性等 
比重 0.9338 
沸点：72.8℃ 
融点：-93℃ 
蒸気圧：11.7 kPa（20℃） 

別名：酢酸ビニル、Vinyl acetate monomer、Vinyl acetate 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー： 
Carboxen564 160/80 mg（定点） 

サンプリング流量： 
0.2 L/min 

サンプリング時間：240 min, 15 min 
採気量：48 L, 3.0 L 
保存性：冷蔵（4℃）において 5 日間保存して

も変化はなかった。 
破過：0.8 ppm で 4 h 捕集で破過は認められ

ず。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 
脱着：二硫化炭素 

捕集管：1 mL、60 min 静置 
機器：Agilent GC6890 
カラム：ガドレックス 70812 

50 m×0.53 mm×5 μm 
注入口温度：150℃ 
検出器温度：250℃ 
カラム温度：35℃（6 min）－4℃/min 

－70℃（0min）－25℃/min－100℃ 
注入法：パルスドスプリットレス 14psi 
導入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 6.2 mL/min 

ヘッド圧 6.97 psi 
メイクアップガス：N₂ 
検量線：二硫化炭素溶媒で調製 

0 μg/mL 
0.70 μg/mL 
7.00 μg/mL 
70.0 μg/mL 
140 μg/mL 
700 μg/mL 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

捕集管直接添加法  
添加量 0.7 μg：99.2% 

7.0 μg：98.0% 
140 μg：99.5％ 

 
定量下限（10 σ） 

0.7 μg/mL の標準液を繰り返し 5 回分析 
10 σ を定量下限とすると 0.12 μg/mL 
0.011 ppm（採気量 3 L、1 mL 脱着） 
0.0007 ppm （採気量 48 L、1 mL 脱着） 
 

適用：八時間時間加重平均、十五分測定 

妨害など：濃度基準値より高い濃度の八時間時間加重平均値を測定するには、捕集流量を 0.05 
L/min 程度にする必要がある。あるいは GC 測定の高濃度側の検量線範囲を事前に確認する。 

安全上の注意：酢酸ビニルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるの
で、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素を扱う際も同様の防護が必要である。吸
入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：酢酸ビニルの測定•分析法に関する検討結果報告書(2009)リスク評価事業 H20 年度
報告書 p.131(2009/02/27) 
 
参考文献： 

1)OSHA Manual of Analytical Method 51 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2228 
 

ジエタノールアミン 

分子量：105.14         CAS RN：111-42-2 

濃度基準値：1 mg/m3 物性等 
沸点：269℃ 
融点：28℃ 
蒸気圧：0.0002801 mmHg（25℃） 

別名：2,2'-イミノビス（エタノール）、2,2’-ジヒドロキシジエチルアミン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：硫酸含浸ガラスファイバー 
フィルター303 
（株式会社ガステック） 

サンプリング流量：1 L/min 
サンプリング時間：4 時間（240 L） 
保存安定性：冷蔵で 5 日間は変化がないこと

を確認した。 
（添加量：0.248、2.48、248 μg） 

プランク：0.015 μg/sample 程度検出され
る。 
破過：4 h 通気しても定量的な回収が可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 
（HPLC/PDA or FL） 

前処理：0.15 M NaOH（5 mL）で抽出し、抽
出液（0.2 mL）に、1 Mol ホウ酸緩衝
液（0.3 ｍL）と 15 mMol FMOC-Cl(9-
Fluorenylmethyloxy carbonyl Chloride)
溶液を加え（0.5 mL）、撹拌（1 min）・
放置（5 min）する。10% N-メチルモ
ルホリンのアセトニトリル溶液（10 
μL）と酢酸（50 μL）を加え、最終
試料溶液とする。 

機器：島津製作所 Prominence UFLC 
カラム：Supelco Ascentis RP-Amide 

150 mm×4.6 mm×3 μm 
カラム温度：50℃ 
移動相：A（水）B（アセトニトリル） 
グラジエント条件： 

45%B（0-8 min）－90%B（8.01-10 min） 
－45%B（10.01-20 min） 

流量：1.0 mL/min 
導入量：5 μL 
測定波長： 
フォトダイオードアレイ検出器（PDA） 

検出波長：190-400 nm、定量波長：265 nm 
蛍光検出器（FL） 

励起波長 272 nm、蛍光波長 311 nm 
検量線： 
0.00483～48.3 μg/mL（FL 検出器） 
0.0201～96.6 μg/mL（PDA 検出器） 
定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率（通気試験、4 時間通気） 
 添加量 0.104～497 μg：88～99% 
 
装置の定量下限（LOQ） 

FL 検出器：LOQ（0.0272 μg/sample） 
PDA 検出器：LOQ（0.255 μg/sample） 

 
測定法の定量下限（LOQ） 

0.100 μg/sample 
個人ばく露測定 0.0004 mg/m3（4 h 捕集時） 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害など：1 級および 2 級アミン化合物（ただし、モノエタノールアミン、イソプロパノールア
ミンおよびジイソプロパノールアミンは、妨害とならないことを確認している） 

濃度基準値の 1/2 から濃度基準値を超える場合には、UV 測定で感度が足りる。 

安全上の注意：ジエタノールアミンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。水酸化ナトリウム、FMOC-
Cl、N-メチルモルホリン、アセトニトリルを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有
害性があるのでドラフトで作業する。 
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根拠文献：ジェタノールアミンの測定•分析手法に関する検討結果報告書(2019)リスク評価事業
H30 年度報告書、p.337(2019/01/15) 
 
参考文献： 

1)厚生労働省、職場のあんぜんサイト. 安全データシート（ジエタノールアミン）2012. 
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/111-42-2.html 
2)American Conference of Governmental Industrial Hygienists (ACGIH).TLVs🄬 and BEIs🄬、
Based on the documentation of the threshold limit values for chemical substances and physical 
agents & biological exposure indices. Cincinnati (OH)：ACGIH；2018. 
3)Japan Society for Occupational Health. Recommendation of occupational exposure limits 
(2018-2019). Journal of Occupational Health 2018；60(5)：419-452. 
4)International Agency for Research on Cancer (IARC). Diethanolamine. IARC monographs 
on the evaluation of carcinogenic risks to humans, Volume 101, Some chemicals present in 
industrial and consumer products, food and drinking-water. Lyon (France)：IARC；2013. 
p.117-140. 
5)Langvardt PW、Melcher RG. Determination of ethanol-and isopropanol amines in air at 
parts-per-billion levels. Analytical Chemistry 1980；52(4)：669-671. 
6)U.S. Department of Labor、Occupational Safety and Health Administration (OSHA). 
Method No. PV2018、Diethanolamine. Sampling and analytical methods. Salt Lake City 
(UT)：OSHA；1987. 
7)National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH).Method No. 3509、
Aminoethanol compounds Ⅱ.NIOSH manual of analytical methods、fourth edition. 
Cincinnati(OH)：NIOSH；1994. 
8)Serbin L、Birkholz D. A sensitive analytical procedure for the determination of primary and 
secondary alkanolamines in air. American Industrial Hygiene Association journal 1995；
56(1)：66-69. 
9)Stan'kov IN, Sergeeva AA,Tarasov SN. Gas-chromatographic determination of trace amino 
alcohols in water、air、and bitumen-salt masses forming in the detoxication of chemical 
warfare agents. Journal of Analytical Chemistry 2000；55(2) : 50-154. 
10)Headley JV、Fedorak PM、Dickson LC. A review of analytical methods for the 
determination of sulfolane and alkanolamines in environmental studies. Journal of AOAC 
International 2002；85(1)：154-162. 
11)Claeson AS、stin A、Sunesson AL. Development of a LC-MS/MS method for the analysis 
of volatile primary and secondary amines as NIT (naphthyl isothiocyanate) derivatives. 
Analytical and bioanalytical chemistry 2004；378(4)：932-939. 
12)Henriks-Eckerman ML、Suuronen K、Jolanki R、et al. Determination of occupational 
exposure to alkanolamines in metal-working fluids. Annals of Occupational Hygiene 2007；
51(2)：153-160. 
13)Fournier M、Lesage J、Ostiguy C、et al. Sampling and analytical methodology 
development for the determination of primary and secondary low molecular weight amines in 
ambient air. J Environ Monit 2008；10(3)：379-386. 

 作成日 公表日 
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標準測定分析法 2229 
 

ジエチルケトン 

分子量：86.13           CAS RN：96-22-0 

濃度基準値: 
300 ppm (短時間濃度基準値） 

物性等 
沸点：101℃ 
融点：-42℃ 
蒸気圧：2 kPa（20℃） 

別名：3-ペンタノン 
 
以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭チューブ 
（400/200 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 
サンプリング時間：15 min（1.5 L） 
保存性：冷蔵（4℃）で 14 日間保存可能 
破過：8ｈ通気しても定量的に回収可能 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 
脱着：溶媒抽出法 

二硫化炭素（CS2）2 mL で 30 分振とう 
CV-1（振とう器：柴田科学） 
（内部標準物質（I.S.）：p-Cymene） 

機器：島津製作所 GC2014＋AOC20i 
カラム：GL サイエンス NB-5 

30 m×0.25 mm×1.0 μm 
注入口温度：230℃ 
検出器温度：250℃ 
カラム温度：50℃（4 min）－10℃/min 

－220℃（5 min） 
注入法：スプリット（1：20） 
導入量：1 μL 
キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 
保持時間：5.3 min 
検量線：0.016－16.0 μg/mL の範囲で直線性

が得られている。  
定量法：内部検量線法および絶対検量線法  

精度 

脱着率 
回収率を参考 

添加回収率（8 時間） 
添加量 0.033 μg：92% 

33 μg：97.2% 
定量下限（10SD） 

1.274 μg/mL 
53.06 μg/m3（採気量 48 L） 

（0.0151 ppm） 
 

※検量線範囲が濃度基準値の 1/10 までであ
り、濃度基準値の測定をするためには検量線
の確認が必要である。 

 

適用：個人ばく露測定 15 分測定 

妨害：なし 

安全上の注意：ジエチルケトンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を着
用する。二硫化炭素は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化
学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ジエチルケトンの測定,分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業 H26
年度報告書、p.359(2015/02/28) 
 
参考文献： 

1)和光純薬工業 SDS「ジエチルケトン」（2007） 
2)安全衛生情報センターGHS モデル MSDS 情報 No.0760「ジエチルケトン」、中央労働災害
防止協会 
3)NIOSH 2532 Ketones Ⅰ 
4)OSHA Method Diethyl-ketone PV2136  
5)カーボンビーズアクティブジャンボ型 400/200 mg（080150-096）取扱説明書、柴田科学 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2230 

 

シクロヘキシルアミン 

分子量：99.17           CAS RN：108-91-8 

濃度基準値：5 ppm（短時間濃度基準値） 物性等 

沸点：135℃ 

融点：-18℃ 

蒸気圧：1.4 Pa（20℃） 

別名：シクロヘキサン-１-イルアミン、アミノヘキサヒドロベンゼン、シクロヘキサンアミン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：硫酸含浸フィルター 

（ガステック社製） 

・硫酸量：0.097 g 

フィルター：（東京ダイレック社製） 

・フィルター寸法：直径 37 mm 

・厚み：432 μm 

・材質：石英 

・バインダー：なし 

フィルターカセット：No.225-3LF 

（SKC 社製） 

サンプリング流量：0.5 L/min 

サンプリング時間：15 分間（7.5 L） 

保存性：保存 3 日以降で若干減少 

破過：確認されない 

分析方法：イオンクロマトグラフィー分析法 

脱着：純水 5ｍL で 30 min 超音波抽出後ろ
過、10 mL に定容 

機器：サーモフィッシャーサイエンティフィ
ック株式会社製イオンクロマトグラフ 

ICS-2100 

カラム：Ion Pac CG17 CS17（内径 4 mm） 

カラム温度：35℃ 

溶離液：メタンスルホン酸 

グラジエント： 

0～3 分：1 mM 

3～15 分：5 mM 

15～27 分：15 mM 

27～30 分：1 mM 

流量：1 mL/min 

導入量：25 μL 

検出器：電気伝導度検出器 

（サプレッサ使用） 

検量線：0.01 g/mL 硫酸溶液で調製する。 

0.496 μg/mL～9.92 μg/mL  

の範囲で直線性が得られている。 

＊9.92 μg/mL (気中濃度 3.6 ppm)を超える場
合は試料の抽出液を 0.01 g/mL 硫酸溶液で
希釈し、測定する。または、検量線の範
囲を確認する。  

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 4.88 μg：102.6％ 

4880 μg：97.9％ 

9760 μg：93.4％ 

添加回収率（4 時間） 

添加量 4.88 μg：101.6％ 

4880 μg：91.1％ 

9760 μg：90.4％ 

定量下限 

0.5 μg/mL 

0.23 ppm（採気量 7.5 L） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 15 分時間加重平均 

妨害：グラスファイバーフィルターは、ナトリウムイオン、カリウムイオンが多く含まれてお
り、シクロヘキシルアミンの検出を妨害する。 

安全上の注意：シクロヘキシルアミンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタンスルホン酸を扱う際も同様
の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：シクロヘキシルアミンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2021)リスク評価
事業 R2 年度報告書、ページ数不明(2021/03/08) 

 

参考文献： 

1)OSHA PV2016 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2231 

 

1,1-ジクロロエチレン 

分子量：96.94         CAS RN：75-35-4 

濃度基準値：5 ppm 物性等 

比重：1.2129（20℃） 

沸点：31.7℃ 

融点：-122.5℃ 

蒸気圧：66.5 kPa（20℃） 

別名：塩化ビニリデン、1,1-ジクロロエテン、二塩化ビニリデン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭チューブ
（400mg/200mg）258A-20、ガステック製 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間 

採気量：24 L 

保存性：未試験 

破過：10 ppm、240 分捕集で後段に検出され
なかった。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2 mL 

   栓をして振とう、時々軽く振りながら 2

時間以上放置、上澄みを測定 

機器：Agilent 7820A GC/5977B MSD 

カラム：DB-624 

60 m×0.32 mm×1.8 μm 

注入口温度：200℃ 

インターフェース温度：250℃ 

イオン源温度：230℃ 

四重極温度：150℃ 

カラム温度：40℃（4 min） 

－10℃/min－220℃（2 min） 

注入法：スプリット（15：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

イオン化法：EI 法（70 eV） 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）：定量イオン 96 

確認イオン 61 

検量線：0.242～4.84 μg/mL で直線性が得られ
ている。 

保持時間：7.45 min 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 0.482 μg～964 μg で 95.7～98.5％ 

 

添加回収率 

 10ppm、4 時間捕集相当の 1,1-ジクロロエチ
レンを添加して 240 分通気した時の回収率
は 94%であった。 

 

定量下限（10SD） 

0.17 μg/mL 

採気量 24 L：0.0035 ppm 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：検量線の範囲が狭いため、濃度基準値付近の測定をする際には捕集流量を低下
させたり、脱着溶液を希釈して分析・定量する。検出器を FID に変更してもよい。 

安全上の注意：1,1-ジクロロエチレンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼
鏡を着用する。二硫化炭素を扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるので
ドラフトで作業する。 

根拠文献：1,1-ジクロロエチレン（別名：塩化ビニリデン）の測定・分析手法に関する検討経過
報告書(2021)リスク評価事業 R02 年度報告書(2021/03/08) 

 

参考文献： 

1)National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH).Method No.1015, Issue2, Vinylidene 

Chloride in air. NIOSH manual of analytical methods, fourth edition. Cincinnati (OH): NIOSH; 1994. 

2)U.S. Department of Labor, Occupational Safety and Health Administration (OSHA). Method No. 19, 

Vinylidene Chloride; Sampling and analytical methods. Salt Lake City (UT): OSHA;  1980. 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2232 

 

2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（2,4-D） 

分子量：221.04         CAS RN：94-75-7 

濃度基準値：2 mg/m3 物性等 

沸点：160℃（0.4 mmHg） 

融点：139.18℃ 

蒸気圧：1.866×10-5 Pa（25℃） 

別名：2,4-D、2,4-PA 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA 

（日立ハイテクサイエンス製） 

ガラス繊維濾紙入り、ジビニルべ
ンゼンメタクリレート共重合体 440 

mg 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

※サンプリング時は、SG1WA をアルミホイルで
覆い光を遮へいする。 

保存性：添加量 5 μg、50 μg、1000 μg におい
て常温保存で少なくとも 3 日間までは
変化がない事を確認。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

抽出溶液：メタノール 10 mL 

脱着操作：バックフラッシュ 

検量線作成用 2,4-D 標準溶液： 

2,4-D を 10 mg 秤量し、メタノールで溶解
後 、 全 量 10 mL に 定 容 す る （1000 μ
g/mL）。この標準原液をメタノールで段階
的に希釈する。 

捕集試験用 2,4-D 標準溶液： 

2,4-D を 100 mg 秤量し、ジクロロメタンで
溶解後、全量 10 mL に定容する（10000 μ
g/mL）。この標準原液をジクロロメタンで
段階的に希釈する。 

機器：日立ハイテクサイエンス製 

Chromaster 

カラム：LaChrom Ⅱ C18 

4.6 mmI.D.×150 mmL×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：（A）10 mM リン酸緩衝液 pH6.9 

（B）メタノール 

30%B（0-1 min）、30-80%B（1-10 min）、
30%B（10.1-15 min） 

流量：1.0 mL/min 

導入量：15 μL 

測定波長：230 nm 

保持時間：9 min 

検量線：0.532～106.4 μg/mL（R2=1.0000） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 5.0 μg：98.7% 

50.0 μg：98.2% 

1000 μg：96.9% 

添加回収率（4 時間） 

添加量 5.0 μg：98.2% 

50.0 μg：98.4% 

1000 μg：96.4% 

定量下限（S/N=10） 

0.1344 μg/mL 

0.02799 mg/m3 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：確認されていない 

安全上の注意：2,4-ジクロロフェノキシ酢酸は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、
保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があ
るのでドラフトで作業する。 

根拠文献：2,4•ジクロロフェノキシ酢酸の測定・分析手法に関する検討結果報告書(2018)リスク
評価事業 H29 年度報告書、p.261(2018/02/16) 

 

参考文献： 

1)厚生労働省職場のあんぜんサイト GHS モデル SDS 情報 
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https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/94-75-7.html 

2)国際化学物質安全性カード(ICSC) 2, 4-D 

3)2,4-D、METHOD: 5001,  Issue 2, NIOSH Manual of Analytical Methods (NMAM) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2233 

 

1,3-ジクロロプロペン 

分子量：110.9          CAS RN：542-75-6 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

密度：1.23 g/cm3(cis-)、1.22 g/cm3(trans-) 

沸点：104℃(cis-)、112℃(trans-) 

融点：-85℃(cis-)、-25℃(trans-) 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：No.258 球状活性炭管 

（100/50 mg）（ガステック製） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：最大 4 時間（24 L） 

保存性：添加量 0.134 μg および 267.37 μg い
ずれの場合も、冷蔵で少なくとも 6

日間までは変化がないことを確認。 

破過：2.5 ppm 相当で 240 分通気しても定量的
な回収が可能であった。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素（作業環境測定用）1 mL 

1 時間放置 

（内部標準物質：1,3-ジクロロプロペン-d4） 

機器：Agilent GC6890/5973 inert 

カラム：Inert Cap Pure-WAX 

30m×0.25 mm×0.5 μm 

注入口温度：230℃ 

インターフェース温度：230℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（1min） 

－10℃/min－200℃（0 min） 

注入法：パルスドスプリットレス 

導入量：2 μL 

キャリヤーガス：He 1.00 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

定量イオン 75、確認イオン 110 

I.S.定量イオン 79、確認イオン 114 

検量線：0.0024～241.08 μg/mL（cis-）、 

0.0023～234.24 μg/mL（trans-） 

の範囲で直線 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 0.134 μg：99% 

2.674 μg：93% 

26.74 μg：93% 

267.37 μg：97% 

添加回収率 

添加量 0.134 μg：96% 

2.674 μg：96% 

26.74 μg：94% 

267.37 μg：95% 

 

定量下限（10 σ） 

0.00700 μg/mL 

0.000032 ppm（採気量 24 L） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：共存物質として 1,2-ジクロロプロバン、安定剤としてエピクロロヒドリンが混在 

安全上の注意：1,3-ジクロロプロペンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素を扱う際も同様
の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：1,3-ジクロロプロペンの測定.分析法に関する検討結果報告書(2009)リスク評価事業
H20 年度報告書(2009/02/27) 

 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2234 

 

2,6-ジ-ターシャリ-ブチル-4-クレゾール 

分子量：220.356         CAS RN：128-37-0 

濃度基準値：10 mg/m3 物性等 

沸点：265℃ 

融点：70℃ 

蒸気圧：1.3 Pa（25℃） 

別名：3,5-ジ-tert-ブチル-4-ヒドロキシトルエン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：OVS-7（SKC 社製） 

サンプリング流量：1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（240 L） 

保存性：添加量が 970 μg、0.48 μg では冷蔵
保管で少なくとも 2 日間まで保存率
が 90％以上であることを確認した。 

破過： 4 mg/m3 で 240 min 通気しても定量的に
回収可能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：メタノール 3 mL、1 時間放置 

機器：島津製作所 QP-2010 

カラム：DB-5ms 

（ （5%-Phenyl）-Methylpolysiloxane 相当品） 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：260℃ 

イオン源温度：260℃ 

カラム温度：80℃（1min）－10℃/min 

－280℃ 

注入法：スプリット（30：1） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

測定質量数（m/z）：定量イオン 205 

確認イオン 220 

検量線：0.157～314 μg/mL の範囲で直線性 

定量法：内部標準法 

（内標準物質：2,6-Di-(tert- 

butyl-d9)-4-methylphenol-3,5-d2 OD） 

精度 

脱着率 

添加量 970 μg：102.9％ 

0.48 μg：99.3％ 

添加回収率 

添加量 970 μg：91.7％ 

485 μg：95.7％ 

0.48 μg：107.0％ 

定量下限（10SD） 

0.233 μg/mL 

0.003 mg/m3（240 L 捕集） 

適応：個人ばく露濃度測定 

妨害：なし 

安全上の注意：2,6-ジ-ターシャリ-ブチル-4-クレゾールは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があ
るので、保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有
害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：2,6-ジ-ターシャリ-ブチル-4-クレゾールの測定・分析手法に関する検討結果報告書
(2020)リスク評価事業 R01 年度報告書、p.297(2020/02/27) 

 

参考文献： 

1)職場の安全サイト 2,6-ジ-t-ブチル-p-クレゾール 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/128-37-0.html 

2)OSHA Sampling Analytical Methods PV2108 Di-tert-Butyl-p-Cresol 

https://www.osha.gov/dts/sltc/methods/partial/pv2108/pv2108.html 

3)環境庁環境保健部保健調査室 化学物質分析法開発調査報告書（平成 7 年度）対象媒体：大
気 2,6-ジ-t-ブチル-4-メチルフェノール 

http://www.nies.go.jp/emdb/pdfs/kurohon/1995/adoc1995-1-251.pdf  

4)環境省 POPs モニタリング調査 2009 

http://www.env.go.jp/chemi/kurohon/2009/sokutei/flow/03_17_flow.pdf 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2235 

 

ジフェニルアミン 

分子量：169.22～169.24        CAS RN：122-39-4 

濃度基準値：5 mg/m3 物性等 

沸点：302℃ 

融点：53℃ 

蒸気圧：1.33 hPa at 108.3℃ 

別名：イミノビスベンゼン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：ディスク型フィルター 

＋Oasis HLB Plus 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：冷蔵で少なくとも 5 日間までは 

変化がないことを確認。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID 分析法 

溶出：アセトン 4 mL でバックフラッシュ溶
出、0.5 mL 程度に窒素濃縮後 1 mL に定
容。 

機器：島津製作所 GC-2014 

カラム：Rtx-5 Amine 

15 m×0.25 mm×0.5 μm 

※DB-5MS 30 m×0.25 mm×0.25 μm でも
可能 

注入口温度：230℃ 

検出器温度：320℃ 

カラム温度：40℃（5 min）－15℃/min 

－300℃ 

注入法：スプリット（1：5） 

導入量：2 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

保持時間：15.1 min 

検量線：0.2～10 μg/mL の範囲で直線性が得ら
れている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 

0.200 μg/mL（0.00833 mg/m3）：109% 

200 μg/mL（8.33 mg/m3）：93% 

400 μg/mL（16.7 mg/m3）：102% 

括弧内は空気中濃度（採気量 24 L） 

 

定量下限（10SD） 

0.030 μg/mL 

0.00126 mg/m3（採気量 24 L） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：ジフェニルアミンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を
着用する。アセトンを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフ
トで作業する。 

根拠文献：ジフェニルアミンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2016)リスク評価事業
H27 年度報告書, p.313(2016/02/15) 

 

参考文献： 

1)神奈川県化学物質安全情報提供システム（kis-net） 

2)Maryadele J.O'Neil(Ed),The Merck Index 14th Edition 

3)国立医薬品食品衛生研究所 国際化学物質安全性カード（ICSC） 

4)Lide,D.R,(ed),CRC Handbook of Chemistry and Physics 88th Edition 

5)U.S. EPA,Available at http://www.epa.gov/oppt/exposure/pubs/episuitedl.htm 

6)International Chemical Safety Cards ICSC0466 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2236 

 

ジボラン 

分子量：27.67          CAS RN：19287-45-7 

濃度基準値：0.01 ppm 物性等 

比重：0.61 

沸点：-92℃ 

融点：-165℃ 

蒸気圧：29.9 kPa（-112℃） 

別名：ボロエタン、ボロンハイドライド、ジボロンへキサハイドライド 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：ポリプロピレン製マイクロイン
ピンジャー(ガラス製インピンジ
ャー使用不可) 

吸収液：純水 

サンプリング流量：0.3～1 L/min 

採気量：最大 240 L 

保存性：冷暗所（4℃以下）、7日間安定（ホウ
酸として） 

分析方法：ICP 発光分光分析法（ICP-OES） 

前処理：サンプリング後直ちに純水 10 mL に
対し 0.1 mL 硝酸（60%有害金属測定
用）を加える 

機器：Agilent Technologies 720 ICP 

測定波長：249.772 nm 

標準物質：ホウ素標準液 

内部標準物質：テルル標準液 

検量線： 

0.005 mg/L 

0.01 mg/L 

0.05 mg/L 

0.1 mg/L 

0.5 mg/L 

1 mg/L 

2 mg/L 

（以上、ホウ素として） 

定量法：内部標準法 

精度 

定量下限（10SD） 

0.0022 mg/L（ホウ素として） 

定量下限（気中濃度） 

採気量 240 L：0.104 ppb（B2H6 として） 

測定上の注意： 

・メモリー効果を抑制するには純水または 1 M 硝酸による 5 分以上の洗浄を行う。 

・10 mg/L を超える高濃度試料を測定する恐れがある場合には、予め希釈して濃度チェック測定
を行うとよい。 

・本法が全ホウ素を定量するため、その他ボラン化合物との濃度の分別については、作業場に
おける化学物質の使用状況を考慮して決定する。なお、ホウ酸またはその他のホウ素化合物
などについては考慮する必要がある。 

安全上の注意：ジボランは 

・水と反応し、酸化剤、アンモンア、リチウム、アルミニウム等と激しく反応する 

・四塩化炭素、塩素、二硫化炭素との接触により爆発 

・ゴム及びある種のプラスチックスを冒す 

・アルカリ金属とアマルガムを生成し、ハロゲンと反応する 

・重合して液体ペンタボランを生成する 

ジボランは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋
や保護眼鏡を着用する。硝酸を扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるの
でドラフトで作業する。 

根拠文献：ジボラン分析測定法に関する検討報告書(2014)リスク評価事業 H25 年度報告書、
p.153(2014/02/27) 

 

参考文献：OSHA Chemical Sampling Information 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2237 

 

N,N-ジメチルアセトアミド（DMAC） 

分子量：87.12           CAS RN：127-19-5 

濃度基準値：5 ppm 物性等 

比重：0.94（20℃） 

沸点：165℃ 

融点：-20℃ 

蒸気圧：0.33 kPa（20℃） 

別名：酢酸ジメチルアミド、Dimethyl acetamide、DMA(Acetyl dimethylamide) 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：合成活性炭チューブ 

ガステック No.258（100/50 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：240 min 

採気量：24 L 

保存性：捕集後より 7 日間まで冷蔵保存 

可能。 

破過：240 min 通気後も定量的な回収が可
能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－NPD 分析法 

脱着と分析試料： 

アセトン 2 mL 脱着後その 1 mL を採取し、エ
タノール 1 mL を加え混合 

（内部標準物質含有エタノール： 

0.5 mg/mL アニリン/エタノール） 

脱着時間：20 時間 

（30 分間超音波攪拌後室温放置） 

機器：HEWLETT PACKARD HP 6890 series 

カラム：J&W DB-WAX 

30 m×0.53 mm×1 μm 

注入口温度：250℃ 

カラム温度：90℃（1 min）－10℃/min 

－240℃ 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 5.0 mL/min 

流量：線速度 37 cm/sec 

検量線：アセトンで調製 

0.01～100 μg/mL で直線性確認 

定量方法：内部標準法 

精度 

脱着（回収）率 

直接添加法 

2 μL 添加、2 mL アセトン脱着 

20 時間室温放置 

脱着率または添加回収率（24L 通気後）：
90.2%以上 

（グラスウールと活性炭 1 層目の合計） 

 

定量下限 

0.04 μg/mL（脱着液 2 mL） 

0.001 ppm（採気量 24 L） 

適用：個人ばく露濃度 八時間時間加重平均 

測定上の注意：濃度基準値の 1/2 を超える場合には、捕集流量を 0.02 L/min にするか、脱着溶液
を希釈して検量線の範囲内で分析し、定量する。 

安全上の注意：N,N-ジメチルアセトアミドは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保
護眼鏡を着用する。アセトン、メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。アニリンは眼
に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用す
る。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：N,N-ジメチルアセトアミドの測定手法検討結果(2012)リスク評価事業 H23 年度報告
書 、ページ数不明 

 

参考文献： 

作成日 公表日 
  



52 

 

標準測定分析法 2238 

 

ジメチルアミン 

分子量：45.08～45.1        CAS RN：124-40-3 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

沸点：7.0℃ 

融点：-96℃ 

蒸気圧：2030 hPa（25℃） 

別名：Ｎ－メチルメタンアミン、DMA 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NBD-Chloride コーティング XAD-

7 捕集管（SKC 社製） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：冷蔵で少なくとも 5 日間までは変化が
ないことを確認。 

破過：240 分通気しても後段から検出されなか
った。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－蛍光
分光分析法（HPLC/FL） 

溶出：テトラヒドロフラン 2 mL と炭酸水
素ナトリウム飽和水溶液 100 μL 添
加し密封、２時間振とう 

機器：島津製作所 LC-10ADvp 

カラム：Spelco sil LC 18 

25 cm×4.6 mm 

カラム温度：35℃ 

移動相：アセトニトリル：水＝30：70 

流量：0.8 mL/min 

導入量：10 μL 

検出波長： 

励起波長：460 nm 

蛍光波長：535 nm 

保持時間：16 min 

検量線：0.2～10 μg/mL の範囲で直線性が
得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 

0.40 μg（0.00904 ppm）：91% 

400 μg（9.04 ppm）：102% 

800 μg（18.1 ppm）95% 

括弧内は空気中濃度（採気量 24 L） 

 

定量下限（10SD） 

0.0555 μg/mL 

0.000755 ppm（採気量 24 L） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：検量線の範囲では濃度基準値の値が定量できないため、濃度が高い場合に
は脱着溶液を希釈して分析・定量する。 

安全上の注意：ジメチルアミンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。テトラヒドロフラン、ア
セトニトリルを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフト
で作業する。 

根拠文献：ジメチルアミンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業
H26 年度報告書、p.335(2015/12/01) 

 

参考文献： 

1)OSHA Method no. 34, 41 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2239 

 

臭素 

分子量： 159.808          CAS RN：7726-95-6 

濃度基準値：0.2 ppm (短時間測定値) 物性等気体状 

比重：2.898 g/L 

沸点：-34.0℃ 

気体密度：2.5(air=1) 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：PTFE+銀メンブレンフィルター 

捕集流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：15 min 

保存性：1 週間安定 

破過：240min 破過なし 

 

分析方法：イオンクロマトグラフ－導電率分
析法 

脱着：3ｍL チオ硫酸ナトリウム水溶液 6mM 

機器： 

カラム： 

カラム温度： 

注入量：50 µL 

溶離液：0.25 mM NaHCO3/4 mM 

Na2CO3/0.78 mM p-cyanophenol, 2 mL/min 

 

検量線：5～150 µg 

 

 

 

精度 

脱着率 確認中 

 添加量 

 

 

添加回収率 確認中 

  

 

定量下限 

ばく露濃度（15 min 捕集）：0.03 ppm 

適用：個人ばく露濃度測定 15 分時間加重平均 

測定上の注意：濃度基準値が短時間値で設定されたため、検量線が高濃度側で準備されてい
る。低濃度側の測定について検討が必要。 

安全上の注意：臭素は、蒸気による急性毒性、皮膚腐食性・刺激性、眼に対する重篤な損
傷・刺激性が極めて高いため、化学防護手袋や全面形面体の防毒マスクの使用が必要であ
る。吸入による有害性が高いので、ドラフトで作業する。 

根拠文献：NIOSH NMAM 6011 5th Ed 

 

参考文献： 

作成日 公表日 

※著作権の関係で詳細な測定法の記載ができないため、詳細は根拠文献をご確認ください。  
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標準測定分析法 2240 

 

しよう脳 

分子量：152.26          CAS RN：76-22-2 

濃度基準値：2 ppm 物性等 

沸点：204℃ 

融点：180℃ 

蒸気圧：27 Pa/0.2 mmHg（20℃） 

形状：常温で固体、昇華性物質、特有臭 

別名：（±）カンファー、2-Camphanone、1,7,7-Trimethylbicyclo[2.2.1]heptan-2-one 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：活性炭管（100/50 mg） 

（柴田科学 No.080150-053） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：添加量 0.05 μg、95 μg において、
冷蔵庫にて 5 日間保管可能 

※粒子状のしよう脳を昇華捕集するために、
サンプラー前段にテフロンバインダーフィ
ルターを装着し捕集することを推奨。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：1%メタノール含有二硫化炭素 1 ｍL で溶
出、30 分振とう後分取 

機器：Agilent GC/MSD 

カラム：HP-5MS 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：250℃ 

トランスファー温度：250℃ 

イオン源温度：230℃ 

四重極温度：150℃ 

カラム温度：40℃（2 min hold）－5℃/min 

－80℃－20℃/min－250℃（3 min） 

注入法：スプリットレス（40：1） 

導入量：0.8 μL 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

しよう脳：定量イオン 152.1 

トルエン-d8：定量イオン 100 

保持時間：12.6 min 

検量線：0.03～60 μg/mL の範囲で直線性が得ら
れている。 

定量法：内部標準法 

内部標準物質：トルエン-d8 

精度 

脱着率 

添加量 47.5 μg（2 mg/m3）：103.5% 

0.05 μg（0.002 mg/m3）：96.9% 

（0.1 L/min 4 時間として） 

添加回収率 

添加量 47.5 μg（2 mg/m3）：91.5% 

0.05 μg（0.002 mg/m3）：106.0% 

（0.1 L/min 4 時間として） 

 

定量下限（10SD）：0.00987 μg/mL 

24L 捕集として 0.07 ppb 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：検量線範囲が狭いため、濃度基準値付近の濃度では捕集流量を 0.02 L/min にす
る、脱着溶液を希釈して分析・定量する。 

安全上の注意：しよう脳は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を着用す
る。メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。二硫化炭素は眼に対する
重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護
眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：しよう脳 分析測定法に関する検討(2018)リスク評価事業 H29 報告書、
p.197(2018/02/16) 

 

参考文献： 

1)日本精化株式会社 Web page, http://www.nipponseika.co.jp/fragrance/camphor.htm 

2)昭和化学株式会社 SDS DL-しようのう code 03103250（平成 26 年 1 月 25 日） 

3)東京化成工業株式会社 SDS (±)-Camphor、12、(2016/6) 
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5)OSHA Toxic and Hazardous Substances、1910.1000 TABLE Z-1、Limits for Air Contaminants. 
(March 25 , 2016) 

6)NIOSH NMAM 1301；KETONES Ⅱ (1994) 

7)NIOSH NMAM 2553；KETONES Ⅱ (2004) 

8)小野真理子、管野誠一郎、荻原正義、占瀬三也：作業環境における低濃度の発がん性物質
の分析法の開発に関する研究, 労働安全衛生総合研究所特別研究報告 JNIOSH-SRR-NO.44 
(2014) 

9)杉本功,高橋嘉輝：溶媒和物、非品質固体と医薬品製剤、粉体工学会誌、Vol.22、No.2(1985) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2241 

 

タリウム 

分子量：204.38      CAS RN：Tl：7440-28-0 

濃度基準値：0.02 mg/m3 物性等 

融点：828℃ 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：総粉じん採取用ホルダー 

ろ紙：石英繊維ろ紙（東京ダイレック 2500 

QAT-UP）またはセルロースメンブランフィ
ルター（AAWP04700 or AAWP03500 日本ミ
リポア㈱） 

サンプリング流量：面速 19 cm/s 前後の吸引流
量（L/min）とする。 

 

（有効径はサンプラーにより差異が考えられ
るので適宜確認のこと） 

保存性：溶解後少なくとも 7 日間は常温で 

安定。 

ブランク：分析時はブランクフィルターが 

必要。 

面速 

(cm/s) 

フィルター径〔有効径〕（φmm） 

110

〔100〕 

55

〔47〕 

47

〔35〕 

35

〔25〕 

25

〔20〕 

18 84.8 18.7 10.4 5.3 3.4 

19 89.5 19.8 11.0 5.6 3.6 

20 94.2 20.8 11.5 5.9 3.8 

分析方法：ICP 質量分析法（ICP/MS） 

試料を採取したメンブランフィルターまたは
石英繊維ろ紙に王水 5 mL を加えて時計皿で
覆い、約 2 mL になるまで加温蒸発させる。
硝酸 5 mL を加えて有機物を分解し、2 mL ま
で再度加温蒸発後、放冷し、超純水で 10 mL

のメスフラスコに洗いこみ定容する。 

石英繊維ろ紙を用いた場合は、溶解液をろ過
または遠心分離したのち定容する。 

機器：Agilent 製 ICP-MS 7700x ICP-MS 

測定質量数（m/z）：205（定量用） 

出力：1.4 KW 

キャリヤーガス：Ar 1 L/min 

導入量：約 1 mL/min 

検量線：酸溶液（王水 3%）で調製 

0、40、80、120、160、200 ng/mL 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 

98.5～101.0% 

定量下限（10 σ）石英繊維ろ紙を使用した場
合 

0.1 ng/mL（最終試料液濃度） 

0.001 μg/m3（採気量 2 L/min×240 min・ 

最終試料液量 10 mL） 

適用：個人ばく露測定八時間時間加重平均 

測定上の注意点：ろ紙中のタリウム含有量：ガラス繊維ろ紙（GB100R 55mmΦ）4.2 ng、テフ
ロンバインダーガラス繊維ろ紙（T60A20 25mmΦ）7.2 ng、セルロースメンブランフィルター
（AAWP04700 47mmΦ）1.5 ng、石英繊維ろ紙（2500 QAT-UP 37mmΦ）<0.1 ng） 

安全上の注意：タリウムは生殖毒性等の有害性があるので、吸入を避けるためドラフトで作業
する。硝酸は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手
袋や保護眼鏡を着用する。 

根拠文献：タリウムおよびその水溶性化合物の測定手法検討結果(2013)リスク評価事業 H24 年
度報告書、p.173(2014/02/27) 
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参考文献： 

1)NIOSH Manual of Analytical Methods 7301  

2)改訂４版 化学便覧 基礎編、p.220-221、日本化学会 丸善 1993 年 

3)ニッケル化合物を対象とした測定法に関する基礎研究、 第 49 回日本労働衛生工学会 pp.42

～43 (2009) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2242 

 

チオりん酸 O,O-ジエチル-O-（2-イソプロピル-6-メチル-4-ピリミジニル）（別名ダイアジノン） 

分子量：304.35         CAS RN：333-41-5 

濃度基準値：0.01 mg/m3 物性等  

沸点：354℃ 

融点：不明 

蒸気圧：0.01197 Pa（25℃、純品） 

形状：液体（20℃、1 気圧） 

別名：ダイアジノン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA（株式会社日
立ハイテクサイエンス）（ガラス
繊維ろ紙＋ジビニルベンゼン/メタ
クリレート共重合体、440mg） 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

保存性：冷蔵で少なくとも 7 日間までは変化が
ないことを確認。 

破過：4 時間通気しても定量的に回収可能。 

分析方法：液体クロマトグラフ－タンデム質
量分析法（LC-MS/MS） 

抽出溶媒：アセトニトリル 10 mL 

（内部標準物質：ダイアジノン-d10、 

2 ng/mL） 

溶出方法：逆方向溶出 

機器： 

LC：Agilent 1260 Infinity Ⅱ 

MS：AB SCIEX QTRAP5500 

カラム：GL Sciences InertSustain C18 HP 

2.1×100 mm×3 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相（A）0.2％ギ酸（B）メタノール 

グラジエント条件： 

5％B（0 min）－100％B（10 min） 

－100％B（15 min）－5％B（15.1 min）－
STOP（22 min） 

流量：0.2 mL/min 

導入量：0.5 μL 

イオン化法：ESI、positive 

測定モード：MRM 

定量トランジション：m/z 305.1→97.0 

確認トランジション：m/z 305.1→169.0 

内部標準物質：m/z 315.1→170.0 

検量線：0.48～96 ng/mL の範囲で直線性が得
られている。（r=0.999）  

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 0.0048 μg：99.1％ 

0.048 μg：95.5％ 

0.96 μg：94.5％ 

添加回収率（4 時間捕集） 

添加量 0.0048 μg：94.1％ 

0.048 μg：91.9％ 

0.96 μg：90.7％ 

定量下限（10SD） 

0.14 ng/mL 

0.000029 mg/m3（採気量 48 L） 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：ダイアジノンには皮膚感作性があるので、化学防護手袋を着用する。アセトニ
トリル、ギ酸、メタノールには眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性などが
あるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業
する。 

根拠文献：チオりん酸 O,O-ジエチル-O-(2-イソプロピル-6-メチル-4-ピリミジニル)(別名ダイア
ジノン)の測定・分析手法に関する検討結果報告書(2022) 令和 3 年度職場における化学物質の 
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リスク評価推進事業(ばく露実態調査)実施結果報告書 第４部測定分析手法に関する検討, 

p.55(2022/03/01) 

 

参考文献： 

1)厚生労働省 職場のあんぜんサイト 安全データシート チオりん酸 O,O-ジエチル-O-(2-イソプ
ロピル-6-メチル-4-ピリミジニル) 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/333-41-5.html 

2)NIOSH NMAM METHOD 5600, Issue2 ORGANOPHOSPHORUS PESTICIDES 

3)OSHA Sampling and Analytical Methods Method No.62 Chlorpyrifos (Dursban) DDVP(Dichlorvos) 

Diazinon Malathion Parathion  

4)水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準として環境大臣が定める基準の設定に関す
る資料 ダイアジノン  

5)ダイアジノン標準物質 SDS 富士フイルム和光純薬株式会社 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2243 

 

テトラエチルチウラムジスルフィド 

分子量：296.54         CAS RN：97-77-8 

濃度基準値：2 mg/m3 物性等 

沸点：117℃（2.5 kPa） 

融点：71℃ 

蒸気圧：0.0116 Pa（推定値） 

別名：ジスルフィラム、二硫化 N,N,N’,N’-テトラエチルチウラム、アンタブース 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA 

日立ハイテクサイエンス製（ガラス繊
維ろ紙＋ジビニルベンゼン/メタクリ
レート共重合体、440mg） 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

保存性：0.0994 μg、99.4 μg、198.8 μg 添加で
冷蔵 5 日間保存可能。 

破過：240 分通気後に定量的回収が可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外分
光分析法（HPLC/UV） 

脱着：メタノールでバックフラッシュ溶出、
4 mL にした後超純水で 5 ml に定容 

機器：DIONEX UltiMate-3000 

カラム：InertSustain C-18 

4.0×250 mm×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：メタノール：水=75：25 

流速：0.8 mL/min 

検出波長：254 nm 

導入量：50 μL 

検量線：0.01988～39.76 μg/mL 

上記範囲で直線性が得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率 

添加量 0.0994 μg：98% 

99.4 μg：101% 

198.8 μg：102% (4 mg/m3 相当) 

 

定量下限（10SD） 

0.00368 μg 

（0.000077 mg/m3、0.2 L/min×4 時間） 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：テトラエチルチウラムジスルフィドには皮膚感作性があるので、化学防護手袋
を着用する。メタノールには眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を着用す
る。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：テトラエチルチウラムジスルフィドの測定・分析手法に関する検討結果報告書
(2015)リスク評価事業 H26 年度報告書、p.345(2016/02/15) 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト：製品安全データシート 1-5 項 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0833.html 

2)医薬品インタビューフォーム抗酒癖剤 日本薬局方ジスルフィラム ノンビック 原末 1-2

項 2009 年 3 月改訂(第 5 版) 

3)Occupational Safety & Health Administration：OSHA IMS Code Number 2682 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2244 

 

テトラメチルチウラムジスルフィド 

分子量：240.43          CAS RN：137-26-8 

濃度基準値：0.2 mg/m3 物性等 

比重：1.29 

沸点：129℃ 

融点：155-156℃ 

蒸気圧：0.0023 Pa（25℃） 

別名：チラム、チウラム 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：PTFE PF040φ37 

株式会社アドバンテック 

サンプリング流量：2.0 L/min 

サンプリング時間：6 時間（720 L） 

保存性：添加量 0.072 μg～144 μg であれ
ば、冷蔵（4℃）で 5 日間保存可能。 

破過：360 分通気後に定量的な回収ができ
る。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外分
光分析法（HPLC/UV） 

脱着：メタノール 3.0 mL 

振とう脱着 30 分間。その後超純水 1.0 mL

添加（4.0 mL 定容） 

機器：DIONEX 製 UltiMate-3000 

カラム：InertSustain C-18 

4.0×250 mm×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：アセトニトリル：水＝55：45 

流量：0.7 mL/min 

導入量：50 μL 

検出波長：272 nm 

保持時間：7.46 min 

検量線：0.0053～36.02 μg/mL で直線性が得ら
れている 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

0.072 μg（0.0001 mg/m3）：98.9% 

144 μg（0.2 mg/m3）101.7% 

（添加回収実験データの引用） 

添加回収率 

0.072 μg（0.0001 mg/m3）：98.9% 

0.72 μg（0.001 mg/m3）：105.7% 

144 μg（0.2 mg/m3）101.7% 

（2.0 L/min 6 時間通気） 

定量下限（10SD） 

0.018 μg/mL 

0.00015 mg/m3（4 h, 480 L 採気時） 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：確認されていない 

安全上の注意：テトラメチルチウラムジスルフィドには眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮
膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタノール、アセトニトリルを扱
う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：テトラメチルチウラムジスルフィドの測定・分析手法に関する検討結果(2018)リス
ク評価事業 H29 年度報告書、p.229(2018/02/14) 

 

参考文献： 

1)チウラム：産業衛生学雑誌 50 巻 2008 年発行 

2)職場のあんぜんサイト：製品安全データシート p.1-6（改定 2012 年 3 月 30 日） 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/137-26-8.html 

3)NIOSH Method No. 5005：NIOSH Manual of Analytical methods (NMAM) Fourth Edition, 

8/15/94 

4)チウラムの測定方法：環境庁公示第 59 号付表 4 水質汚濁に係る環境基準 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2245 

 

トリクロロ酢酸 

分子量：163.39          CAS RN：76-03-9 

濃度基準値：0.5 ppm 物性等 

沸点：58℃ 

融点：198℃ 

蒸気圧：0.06 mmHg（8 Pa）at 25℃ 

形状：無色結晶 

別名：2,2,2,-トリクロロ酢酸、トリクロル酢酸、トリクロロエタン酸 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：シリカゲルチューブ・スタンダ
ード型 20-40 メッシュ 

（520/260 mg、柴田科学製） 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

保存性：添加量 0.346 μg、34.57 μg、691.4 

μg において室温（25℃）で少なく
とも 7 日間までは変化がない事を確
認。 

破過：240 分通気後、定量的に回収可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ-紫外分光
光度分析方法（HPLC/UV） 

脱着：純水 2 mL、静置 10 分間 

静置後はボルテックスミキサーで数秒間撹
拌し、上澄み液を 1.5 mL マイクロチューブ
に入れ、遠心分離を 6000 rpm 以上、15 分間
行う 

標準原液：トリクロロ酢酸を 345.69 mg 秤量し
純水で溶解の後、全量 10 mL に定
容し 3.4569%の標準原液を調製し
た。 

標準溶液：標準原液を純水で段階的に希釈し
調製した。 

機器：日立ハイテクサイエンス製 Chromaster 

カラム：日立ハイテクサイエンス製 

LaChrom Ⅱ C18 

4.6 mmI.D.×150 mmL×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：100 mmol/L 過塩素酸水溶液 

（過塩素酸（70%）を 14.35 g 秤量し純水を
加えて全量 1000 mL に定容） 

流量：1.0 mL/min 

導入量：50 μL 

検出波長：210 nm 

検量線：0.173～345.7 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 0.346 μg：97.0% 

34.57 μg：96.9% 

691.4 μg：99.4% 

 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.346 μg：98.6% 

34.57 μg：98.2% 

691.4 μg：98.1% 

 

定量下限（10 σ） 

0.0175 μg/mL 

0.000109 ppm 

 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：トリクロロ酢酸には眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性が
あるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。過塩素酸を扱う際も同様の防護が必要であ
る。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：トリクロロ酢酸の測定・分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業
H27 年度報告書、p.377(2016/01/18) 

 

参考文献： 
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作成日 公表日 
  

1)厚生労働省，GHS モデルラベル・SDS 情報 製品安全データシート「トリクロロ酢酸」
2010 年 3 月 31 日改定 入手先＜http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/76-03-9.html＞, 

参照 2015/10/9. 

2)日本産業衛生学会，2009；ACGIH，2009. 

3)OSHA(07/14/2004) Chemical sampling information，Trichloroacetic Acid.Washington，DC，US 

Department of Labor，Occupational Safety and Health Administration，at website. 

＜https://www.osha.gov/dts/sltc/methods/partial/pv2017/2017.html＞，参照 2015/10/9. 
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標準測定分析法 2246 

 

1-ナフチル-N -メチルカルバメート（NAC） 

分子量：201.22           CAS RN：63-25-2 

濃度基準値：0.5 mg/m3 物性等 

密度：1.2 g/cm3 

沸点：210±2℃ 

融点：142℃ 

蒸気圧：4.16×10-5 Pa（23.5℃） 

別名：1-ナフチル-N-メチルカーバメート、カルバリル、NAC 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA 

（日立ハイテクサイエンス製） 

ガラス繊維濾紙入り、ジビニルべ
ンゼンメタクリレート共重合体 440 

mg 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

＊サンプリング時は、SG1WA をアルミホイ
ルで覆い光を遮へいする。 

保存性：添加量 0.250 μg、25.0 μg、500 μg に
おいて冷蔵保存（4℃）で少なくても 7

日間までは変化がない事を確認。 

破過：240 分通気後、定量的な回収が可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外分
光光度分析方法（HPLC/UV） 

脱着：メタノール 10 mL 

バックフラッシュ法 

検量線作成用 NAC 標準溶液： 

NAC 標準物質を 10 mg 秤量し、メタノー
ルで溶解後、全量 10 mL に定容する 

（1000 μg/mL）。この標準原液をメタノ
ールで段階的に希釈する。 

機器：日立ハイテクサイエンス製 

Chromaster 

カラム：日立ハイテクサイエンス製 

LaChrom II C18 

4.6 mmI.D.×250 mmL×5μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：（A）5%メタノール 

（B）メタノール 

35%B（0-1 min）－80%B（1-10 min） 

－80%B（10-13 min）－35%B 

（13.1-20 min） 

流量：1.0 mL/min 

導入量：25 μL 

測定波長：低濃度 220 nm 

検量線： 

低濃度：0.025～5 μg/mL（R2=1.0000） 

定量法：絶対検量線法 

※分析法バリデーションを行う場合 

捕集試験用 NAC 標準溶液： 

NAC 標準物質を 50 mg 秤量し、アセトン
で溶解後、全量 10 mL に定容し（5000 μ
g/mL）、この標準原液をアセトンで段階的
に希釈する。 

精度 

脱着率 

添加量 0.250 μg：95.8％ 

25.0 μg：94.0%（0.5 mg/m3 相当） 

500 μg：99.0% 

 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.250 μg：97.2％ 

25.0 μg：96.7%（0.5 mg/m3 相当） 

500 μg：98.1% 

 

定量下限（10SD） 

0.0052 μg/mL 

0.0011 mg/m3 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：1-ナフチル-N -メチルカルバメートは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるの
で、保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性
があるのでドラフトで作業する。 
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根拠文献：1・ナフチル－N－メチルカルバメートの測定・分析手法に関する検討結果報告書
(2017)リスク評価事業 H28 年度報告書、p.233(2017/02/10) 

 

参考文献： 

1)厚生労働省職場のあんぜんサイト GHS モデル SDS 情報 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0073.html 

2)Occupational Safety and Health Administration(OSHA)：Carbaryl Method 63(987) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2247 

 

ニッケル 

分子量：58.69         CAS RN：7440-02-0 

濃度基準値：1 mg/m3 物性等 

比重：.908 

沸点： 2730℃ 

融点： 1453℃ 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

捕集ろ紙：石英繊維ろ紙 

（東京ダイレック 2500 QAT-UP、φ55mm） 

面速：19 cm/s 流速：17.3 L/min 

分析方法：ICP 発光分光分析法（ICP-AES） 

前処理： 

【1 法】 

混酸（6M 硝酸：4M 塩酸＝1：1）20 mL 加
え 90℃以上の温水中で 2 時間加熱（時々撹
拌）し、5%硝酸で 50 mL にメスアップ後、
ICP-AES 測定 

【2 法】 

塩酸 3 mL・硝酸 1 mL（=王水）で分解後、
硝酸 6 mL 加え、140℃加温し乾固直前まで
分解。 

＊塩酸 3 mL、フッ化水素酸 1 mL を加え加
温、加温しながら過酸化水素を滴下し加温
分解。 

＊からの操作を 4 回繰り返した後、5%硝酸
で 50 mL にメスアップし、ICP-AES 測定 

機器：ICP-AES Agilent 720 

推奨測定波長：221.648 nm 

RF パワー：1.20 kW 

プラズマフロー：Ar 15.0 L/min 

内部標準：イッテルビウム（328.937） 

検量線： 

5 mg/L、3 mg/L、1 mg/L、0.5 mg/L、 

0.1 mg/L、60 μg/L、40 μg/L、20 μg/L、 

10 μg/L、0 μg/L 

（以上、ニッケルとして） 

内部標準物質：イッテルビウム 1 mg/L 

定量法：内部標準法 

精度 

定量下限（10 σ）：4.2 μg/L 

定量下限（気中濃度） 

240 分間 4152 L 採気時：0.00005 mg/m3 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：セルロースメンブランフィルターを使用することも可能である。ブランクや試
料の溶解は再検討すること。 

安全上の注意：ニッケルは皮膚感作性があるので、化学防護手袋を着用する。塩酸、硝酸、フ
ッ化水素酸、過酸化水素は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるの
で、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ニッケル(金属および合金)の測定・分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評
価事業 H26 年度報告書、p.383(2015/02/28) 

 

参考文献： 

1)NIOSH Manual of Analytical Methods 7300  

2)NIOSH Manual of Analytical Methods 7301 
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3)NIOSH Manual of Analytical Methods 7303 

4)作業環境測定ガイドブック 4 金属類 

5)中央労働災害防止協会「ニッケル化合物分析法に関する検討結果報告書」 

6)中央労働災害防止協会「作業環境中ニッケル化合物の測定方法について」 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2248 

 

ニトロベンゼン 

分子量：123.1          CAS RN：98-95-3 

濃度基準値：0.1 ppm 物性等 

比重：1.2 g/mL 

沸点：210.8℃ 

融点：5.7℃ 

蒸気圧：20 Pa（20℃） 

別名：ニトロベンゾール、ミルバン油 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：シリカゲル管（150/75 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：480 min 

採気量：48 L 

保存性：シリカゲル管に添加し、冷蔵保存の
場合、添加日より 7 日間まで冷蔵保
存で変化なし。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－ECD 分析法 

脱着：エタノール 2 mL 

20 min（超音波）振とう攪拌 

（内部標準物質を含む：2-ニトロトルエン 

（25 μg/100 mL エタノール）） 

機器：HEWLETT PACKARD  

HP6890 SERIES Ⅱ 

カラム：DB-WAX 

60 m×0.53 mm×1.0 μm 

注入口温度：300℃ 

検出器温度：300℃ 

カラム温度：185℃ 10 min（定温） 

分析時間 8 min 

注入法：スプリットレス 

導入量：2 μL 

キャリヤーガス：He 5.4 mL/min 

検量線：エタノールで調製 

0.016～10.0 μg/mL まで直線性確認 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

直接添加法 

0.5μg 102.6% 

    5.0μg  93.2% (0.2 ppm 相当) 

1000μg  98.5% 

 

添加回収率 

0.5μg 116.8% 

    5.0μg  85.1% (0.2 ppm 相当) 

1000μg  96.5% 

 

定量下限 

0.02 μg/mL（脱着液 2 mL で） 

4 h、24 L 捕集の場合 0.0003 ppm 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害： 

安全上の注意：ニトロベンゼンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、経皮急性毒性があるの
で、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。エタノールを扱う際も同様の防護が必要である。吸
入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ニトロベンゼンの測定・分析法に関する検討結果報告書(2009)リスク評価事業 H20

年度報告書、p.173 

 

参考文献： 

 1) NIOSH (NMAM) 2005 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2249 

 

N-[1-(N-ノルマル-ブチルカルバモイル)-1H-2-べンゾイミダゾリル]カルバミン酸メチル 

（べノミル） 

分子量：290.32         CAS RN：17804-35-2 

濃度基準値：1 mg/m3 物性等 

沸点：分解のため測定不能 

融点：分解のため測定不能 

蒸気圧：5.0×10-6 Pa 以下（25℃） 

形状：白色固体 

別名：べノミル、べンレート、ターサン 1991 
 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA 

（日立ハイテクサイエンス製）ガラス
繊維濾紙入り、ジビニルべンゼンメタ
クリレート共重合体 440 mg 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

保存性：添加量 0.5 μg、50 μg、1000 μg にお
いて冷蔵保存（4℃）で少なくても 7 日
間までは変化がない事を確認。 

破過：４時間通気後、定量的な回収が可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外
分光分析方法（HPLC/UV） 

脱着：メタノール 10 mL 

バックフラッシュ法 

検量線作成用べノミル標準溶液： 

べノミルを 10 mg 秤量し、メタノールで溶
解 後 、 全 量 10 mL に 定 容 す る （1000 

μg/mL）。この標準原液をメタノールで段
階的に希釈する。 

機器：日立ハイテクサイエンス製 

Chromaster 

カラム：日立ハイテクサイエンス製 

LaChrom Ⅱ C18 

4.6 mmI.D.×250 mmL×5μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：（A）5%メタノール 

（B）メタノール 

35%B（0-1 min）－80%B（1-10 min） 

－80%B（10-13 min）－35%B 

（13.1-20 min） 

流量：1.0 mL/min 

導入量：25 μL 

測定波長：286 nm 

検量線：0.05～100 μg/mL（R2＝1.0000） 

定量法：絶対検量線法 

※分析法バリデーションを行う場合 

添加回収試験用べノミル標準溶液： 

べノミルを 25 mg 秤量し、クロロホルム
で溶解後、全量 10 mL に定容する（2500 

μg/mL）。この標準原液をクロロホルム
で段階的に希釈する。 

精度 

脱着率 

添加量 0.5 μg：95.7% 

50 μg：94.2% 

500 μg：99.6% 

添加回収率（4 時間通気） 

添加量 0.5 μg：94.9% 

50 μg：93.3% 

500 μg：97.8% 

定量下限（S/N＝10） 

0.0308 μg/mL 

0.006417 mg/m3 

 

※「労働者の有害物によるばく露評価ガイドラ
イン」に準じた目標濃度標準試料の繰り返し
分析による標準偏差の（10 σ）から求められ
た定量下限はでは、ノイズの影響を受け定量
できないため、べノミルピークの S/N より算
出した定量下限を採用する。 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：ベノミルは皮膚感作性があるので、化学防護手袋を着用する。メタノールは眼
に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるので
ドラフトで作業する。 
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根拠文献：N-[1-(N－ノルマル－ブチルカルバモイル)－1H-2-ベンゾイミダゾリル]カルパミン酸
メチルの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2017)リスク評価事業 H28 年度報告書、
p.251(2017/02/13) 

 

参考文献： 

1)厚生労働省職場のあんぜんサイト GHS モデル SDS 情報 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/0185.html 

2)Occupational Safety and Health Administration (OSHA)：Benomyl. Method PV2107 (1988) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2250 

 

パラ－ジクロロベンゼン 

分子量：146.99          CAS RN：106-46-7 

濃度基準値：10 ppm 物性等 

比重：1.241 

沸点：174℃ 

融点：53℃ 

蒸気圧：170 Pa（20℃） 

別名：1,4-ジクロロベンゼン、ジクロロベンゼン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー： 

吸引法：活性炭管（100/50 mg） 

ガステック社製 

No.258 球状活性炭管 

サンプリング流量：0.1 L/min 

保存性：捕集後冷蔵保存 

脱着後冷蔵保存 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 1 mL で 30 分静置 

機器：Agilent GC6890A/5973MSD 

カラム：無極性カラム DB-1 

60 m×0.25 mm×1.5 μm 

注入口温度：250℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（13 min）－7℃/min 

－280℃（2 min） 

注入法：スプリット（5：1） 

キャリヤーガス：He 

メイクアップガス：He 

ヘッド圧：19.9 psi 

分析モード：SIM 

測定質量数（m/z）： 

パラ－ジクロロベンゼン：定量イオン 146 

確認イオン 148 

トルエン-d8：定量イオン 100 

確認イオン 99 

検量線：各溶媒で 0～100 μg/mL に調製 

定量法：内部標準法 

内部標準物質：トルエン-d8：0.2 μg/mL 

精度 

脱着率 

活性炭管：91.6%（取扱説明書参照） 

 

定量下限 

標準溶液（0.10 μg/mL）を繰り返し 10 回
分析により算出 

0.10 μg/mL（10 σ） 

ばく露濃度（4 時間）：0.0007 ppm 

 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：検量線の範囲が狭いので、濃度基準値を超える 2000 μg/mL 程度の標準液で直線
性を確認する必要がある。 

安全上の注意：パラ－ジクロロベンゼンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性があ
るので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素、トルエンを扱う際も同様の防護が
必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：出典不明 

 

参考文献： 

 1)シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会中間報告書（第 6～7 回） 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2251 

 

パラ－ターシャリ－ブチルトルエン 

分子量：148.24          CAS RN：98-51-1 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

比重：0.861 

沸点：192～193℃ 

蒸気圧：89.4 Pa（25℃） 

別名：p-t-ブチルトルエン、4-tert-ブチルトルエン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭管 

（ガステック No.258） 

100/50 mg 

サンプリング流量：0.1 L/min 

採気量：1 L（最大 24 L） 

保存性：冷蔵（4℃） 

7 日間以内で定量的な回収を確認済み 

破過：240 分通気後、定量的に回収可能 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2 mL（ガラスウールは 1 層
目に合わせて脱着）、30 min 静置（気泡
発生、時々振とう）1 層目と 2 層目全て
をそれぞれ 2 mL で脱着する 

機器：Varian 450GC/320MS 

カラム：VF-WAX 

60 m×0.25 mm×0.5 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：250℃ 

カラム温度：40℃（5 min）－10℃/min 

－100℃－20℃/min－250℃（10 min） 

注入法：スプリットレス 

（高濃度試料では 50：1 まで変更） 

キャリヤーガス：He 1.0 mL/min 

イオン化法：EI 

イオン化電圧：70 eV 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）：定量イオン 105 

確認イオン：148 

測定サイクル：0.58 s/cycle 

保持時間：約 12.5 min 

検量線：0 μg/mL、0.00861 μg/mL、 

0.0344 μg/mL、0.0861 μg/mL、 

0.344 μg/mL、0.861 μg/mL、 

3.44 μg/mL、8.61 μg/mL 

（さらに高濃度の場合） 

（34.4 μg/mL）、（86 μg/mL）、 

（344 μg/mL） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

直接添加法 二硫化炭素 2 mL 脱着 

添加量 0.0172 μg、40 μg、600 μg 

平均脱着率 99% 

 

添加回収率（通気試験における添加回収率） 

0.1 L/min×240 min 

添加量 0.0172 μg、40 μg、600 μg (4 .2ppm) 

平均回収率 100% 

 

定量下限（10 σ） 

0.0040 μg/mL 

定量下限（気中濃度） 

  0.000055 ppm（v/v）（採気量 24 L） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：特になし 

安全上の注意：パラ－ターシャリ－ブチルトルエンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性がある
ので保護眼鏡を着用する。二硫化炭素は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで
作業する。 

根拠文献：パラ-ターシャリーブチルトルエン分析測定法に関する検討報告書(2014)リスク評価
事業 H25 年度報告書、p.185 （2014/02/27） 
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参考文献： 

1)NIOSH Manual of Analytical Methods No. 1501 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2252 

 

ヒドラジン 

分子量：32.06          CAS RN：302-01-2 

濃度基準値：0.01 ppm 物性等 

比重：1.01 

沸点：114℃ 

融点：2℃ 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：37 mmφ硫酸含浸グラスファイ
バーフィルター（225-9012, 

SKC 社製） 

サンプリング流量：1.0 L/min 

保存性：7 日目までで約 90%の保存を確認 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外可
視分光分析方法（HPLC/UV） 

抽出：緩衝液＊ 5 mL 

振とう器にて 30 min 撹拌。その後、20 

min、2000 rpm で遠心分離。 

抽出液 1 mL をバイアルに移した後、ベ
ンズアルデヒドのアセトニトリル溶液
（1%v/v）0.5 mL を加え、混合後室温に
て 30 min 以上放置。 

＊緩衝液：EDTA-2Na（0.05M）・リン酸二水
素ナトリウム（0.1M）溶液（pH＝3.5） 

機器：Agilent HPLC1100 シリーズ 

カラム：関東化学 Mightysil RP-18 GP 

150 mm×2.0 mm×3 μm 

移動相：アセトニトリル：水 

＝67：33（v/v%） 

流量：0.3 mL/min 

導入量：10 μL 

測定波長：300 nm 

検量線：メタノールで 1/10000 に調製したもの
を標準原液とする。緩衝液 5 mL に以
下の濃度となるように標準原液を添
加。 

0μg/mL、0.20μg/mL、0.39 μg/mL、
0.79 μg/mL、1.56 μg/mL 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

ヒドラジン 0.49μg、6.92μg 

(それぞれ、0.016 ppm、0.022 ppm 相当) 

 83～87% 

 

定量下限（10 σ） 

0.015 μg/mL 

0.0002 ppm（採気量 240 L） 

適用：個人ばく露濃度 八時間時間加重平均 

妨害： 

安全上の注意：ヒドラジンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性、皮膚感
作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。ベンズアルデヒド、アセトニトリルを
扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ヒドラジン分析測定法に関する検討結果報告書(2008)リスク評価事業 H19 年度報告
書、ページ記載なし （2008/02/29） 

 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2253 

 

ヒドロキノン 

分子量：110.11         CAS RN：123-31-9 

濃度基準値：1 mg/m3 物性等 

沸点：287℃ 

融点：172℃ 

蒸気圧：0.12 Pa（20℃） 

別名：1,4-ジヒドロキシベンゼン、ヒドロキノール、 1,4-ベンゼンジオール、ハイドロキノン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：MCE メンブレンフィルター 

（0.8 μm 混合セルロース、φ37 mm、バックア
ップフィルター付き） 

サンプリング流量：2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（480 L） 

※サンプリング後、直ちに MCE フィルターを
1％酢酸が 10 mL 入った PP 容器に移す。 

保存性：添加量 0.5 μg、50.2 μg、1005 μg に
おいて冷蔵（4℃）保存で少なくても 3

日間までは変化がない事を確認。 

破過：4 h 通気後に定量的な回収が可能 

 

分析方法：高速液体クロマトグラフ-紫外分光
分析方法（HPLC/UV） 

 

脱着：1％酢酸水溶液 10 mL で振とう 

検量線および捕集試験用標準溶液： 

ヒドロキノンを 100 mg 秤量し、1％酢酸溶
液で溶解の後、全量 10 mL に定容する
（10000 μg/mL）。この標準原液を 1％酢酸
溶液で段階的に希釈する。ヒドロキノン標
準溶液は、冷蔵保存（4℃）および 100 μ
g/mL 以下の標準溶液を用いる場合は用時
調製を行う。 

機器：日立ハイテクサイエンス Chromaster 

カラム：LaChrom C18-AQ 

4.6 mm I.D.×250 mmL×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：1％酢酸溶液 

流量：1.0 mL/min 

導入量：25 μL 

測定波長：288 nm 

検量線：0.05～100.4 μg/mL（R2=1.0000） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 0.5 μg：95.5％ 

50.2 μg：100％ 

1005 μg：99.8％ 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.5 μg：97.7％ 

50.2 μg：102.7％ 

1005 μg：99.6％ 

定量下限（10SD） 

0.0292 μg/mL 

0.0006 mg/m3 

測定可能な定量下限（S/N=10） 

0.0556 μg/mL 

0.0012 mg/m3 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：ヒドロキノンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性があるので、化
学防護手袋や保護眼鏡を着用する。酢酸を扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害
性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ヒドロキノンの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2022)リスク評価事業 R1 年
度報告書、p. 347（2020/02/27） 

 

参考文献： 

1)厚生労働省 職場の安全サイト GHS モデル SDS 情報  

2)国際化学物質安全性カード（ICSC）ICSC 0166 ヒドロキノン  

3)HYDROQUINONE，NIOSH Manual of Analytical Methods (NMAM):5004 
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4)HYDROQUINONE，OSHA Sampling and Analytical Methods:PV2094 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2254 

 

ビフェニル 

分子量：154.21          CAS RN：92-52-4 

濃度基準値：3 mg/m3 物性等 

沸点：256℃ 

融点：70℃ 

蒸気圧：1.19 Pa（25℃） 

別名：Diphenyl 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：InertSep Slim-J AERO SDB 

（ジーエルサイエンス社製） 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：4 時間（48 L） 

保存性：添加量 0.02、0.06、62.19、124.39 

μg いずれの場合も、冷蔵（4℃）
で少なくとも 7 日間までは変化が
ないことを確認 

破過：240 min 通気後に定量的な回収が可能 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：ジクロロメタン 

（残留農薬試験用 5000） 

5 mL、1 mL/min にて通液脱着 

機器：Agilent GC6890N/5973inert 

カラム：Agilent DB-5MS 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：300℃ 

インターフェース温度：325℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：75℃（0.5min）－10℃/min 

－180℃（0 min）－25℃/min 

－310℃（10 min） 

注入法：パルスドスプリット（5：1） 

15 psi（1 min） 

導入量：1 μL 

キャリヤーガス：He 0.8 mL/min 

測定質量数（m/z）： 

ビフェニル：定量イオン 154 

確認イオン 153、152 

 トルエン-d8：定量イオン 98 

確認イオン 100 

保持時間：12.8 min 

検量線：0.00626～50.0 μg/mL の範囲で直線
性が得られている。 

定量法：内部標準法 

内部標準物質：トルエン-d8 2 μg/mL 

精度 

脱着率（10 分間通気） 

添加量 0.06 μg：100% 

62.19 μg：101% 

124.39 μg：100% 

 

添加回収率（4 時間通気） 

添加量 0.06 μg：98% 

62.19 μg：100% 

124.39 μg：100% 

 

定量下限（10SD） 

0.0018 μg/mL 

0.000030 ppm（0.030 ppb） 

採気量 48 L、5 mL 脱着 

 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

妨害：― 

安全上の注意：ビフェニルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので保護眼鏡を着用
する。ジクロロメタン、トルエンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフ
トで作業する。 

根拠文献：ビフェニルの測定・分析手法に関する検討結果報告書(案)(2015)リスク評価事業
H26 年度報告書、p.471 （測定法作成日 2015/02/27） 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト 製品安全データシート(ビフェニル)、厚生労働省、2009 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/92-52-4.html 



78 

 

2)OSHA Sampling and Analytical Methods：Diphenyl and Phenyl Ether Method ethods/、May 

1988. 

3)Methods for the Determination of Hazardous Substances、33/2 sorbent tube standards 

(Preparation by the syringe injection technique)、Health and Safety Executive HSE) Feb. 1997. 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2255 

 

ピリジン 

分子量：79.10          CAS RN：110-86-1 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

沸点：115.5℃ 

融点：-42.0℃ 

蒸気圧：2.0 kPa（25℃） 

別名： 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：XAD-7（Cat.No.226-95） 

SKC 製（100/50 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：冷蔵（4℃）で少なくとも 5 日間保
存可能であることを確認。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－FID分析法 

脱着：メタノール 1 mL 

30 min 静置（時々振とう） 

機器：島津製作所 GC2014 

カラム：GL Sciences inertCap for Amines 

60 m×0.32 mm 

注入口温度：260℃ 

検出器温度：250℃ 

カラム温度：50℃（5 min）－5℃/min 

－140℃－10℃/min－220℃（5 min） 

注入法：スプリットレス（低濃度域） 

スプリット（10：1）（高濃度域） 

導入量：1 μL（低濃度域） 

2 μL（高濃度域） 

キャリヤーガス：He 150 kPa 

保持時間：約 22.5 min 

検量線：0.122～195 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 0.122 μg：101.6% 

0.780 μg：103.1% 

156 μg：100% 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.122 μg：101.6% 

0.780 μg：103.1% 

156 μg：100% 

定量下限（10 σ） 

0.122 μg/mL 

0.0016 ppm（v/v）（採気量 24 L） 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：個人ばく露濃度測定のような長時間の測定においては、回収率を確保する
ため、捕集管を 2 連にしてサンプリングを行い、後段を分析して破過の有無を確認する必
要がある。 

安全上の注意：ピリジンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性がある
ので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護が必要であ
る。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ピリジンの測定•分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業 H26 年
度報告書 p.277 （2015 年 2 月 28 日） 

 

参考文献： 

1)化学物質の環境リスク評価 第 4 巻、環境省環境保健部環境リスク評価室 

2)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH)：PYRIDINE：METHOD 

1613(1994) 

3)Occupational Safety & Health Administration (OSHA)：PV229 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2256 

 

フェニルオキシラン 

分子量： 120.06          CAS RN：96-06-3 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

比重：1.1563 

沸点：162℃ 

融点：-36.5℃ 

蒸気圧：0.144 kPa（20℃） 

別名：スチレンオキサイド、参加スチレン 1,2-エポキシエチルベンゼン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Tenax GC 管（30 mg/15mg） 

捕集流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：240 min 

保存性：冷蔵保存で 7 日間安定 

破過：未確認 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法
（GC/MS） 

脱着：酢酸エチル 5 mL で 30 分静置 

機器：Agilent GC6890 5973 MSD 

カラム：DB-5MS, 60 m ×0.25 mm×0.25µm 

カラム温度：35℃(5 min)-5℃/min-130℃ 

キャリヤーガス：He 1.2 mL/min (28 cm/dec) 

注入法：スプリット (5:1)  1 μL 

注入口温度：200℃ 

トランスファーライン：230℃ 

イオン源：230℃ 

定量イオン：91 

確認イオン：89, 104, 120 

 

検量線：0 ～103 μg/mL 

(240min 捕集で 0.43ppm) 

 

 

 

精度 

脱着率 

添加量 10.3 µg 98.8% 

    103 µg 105.1% 

添加回収率(通気量不明) 

添加量 10.3 µg 94.1% 

    103 µg 107.9% 

定量下限 

標準溶液（0.103 μg/mL）を繰り返し 5

回分析により算出 

0.014 μg/mL（10 σ） 

ばく露濃度（240 min 捕集）：0.00005 

ppm 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：流量を 0.1L/min とすれば 2 時間で 1.7ppm まで測定可。 

安全上の注意：フェニルオキシランは皮膚腐食性・刺激性や眼に対する重篤な損傷・眼
刺激性があることから、化学防護手袋や保護眼鏡の使用が望ましい。吸入による有害性
もあるので、ドラフトで作業する。 

根拠文献：フェニルオキシラン分析測定法に関する検討結果報告書(案) (2007)リスク評
価事業 H18 年度報告書、ページ数なし 測定法作成日（2007/03/20） 

 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2257 

 

2-ブテナール 

分子量：70.09      CAS RN：123-73-9（trans 体） 

15798-64-8（cis 体） 

4170-30-3（cis-,trans-混合物） 

濃度基準値： 

0.3 ppm（短時間濃度基準値、天井値） 

物性等 

沸点：102.2～105℃ 

融点：-76.5～-69℃ 

蒸気圧：25.3 Pa（20℃） 

 

別名：クロトンアルデヒド、プロピレンアルデヒド 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：DNPH 捕集管 

（光明理化学工業製 810 型） 

サンプリング流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：100 分（20 L） 

保存性：捕集管のまま冷蔵（4℃）で 1 日は
保存可能 

脱着液は冷蔵（4℃）で 5 日間保存 

可能 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

脱着：アセトニトリル 2 mL 

前処理：10%リン酸溶液 0.1 mL を添加し、
10 分後超純水で 3 mL に定容 

機器：日立製作所 L-2400 

カラム：Agilent Technologies ZOLBAX Bonus-

RP 

4.6 mm×250 mm×0.5 μm×2 本 

カラム温度：40℃ 

移動相： 

時間（分）蒸留水：アセトニトリル：THF 

0        50：30：20 

2        50：30：20 

22        15：85：00 

32        00：80：20 

流量：1 mL/min 

導入量：50 μL 

測定波長：380 nm 

検量線：0.0038～7.7 μg/ mL の範囲で直線性
が得られている 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 23 μg：99.3% 

1.1 μg：99.7% 

0.011 μg：101.4% 

添加回収率（20 L 通気） 

添加量 23 μg：97.1% 

1.1 μg：99.7% 

0.011 μg：103.8% 

定量下限（10SD） 

0.65 ng/mL（最終液濃度） 

採気量 20 L：0.034 ppb 

 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均、一五分時間加重平均 

妨害：ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、アセトン、アクロレイン、プロピオンアル
デヒドは、妨害とならないことを確認 

安全上の注意：2-ブテナールは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性、
皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。アセトニトリル、リ
ン酸、THF を扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラ
フトで作業する。 

根拠文献：2 —ブテナールの測定-分析手法に関する検討結果報告書(2014)リスク評価事業
H26 年度報告書、p.325. （2015/02/27） 

 

参考文献： 

1)神奈川県化学物質安全情報提供システム(kis - net) 

2)労働安全衛生法第 28 条第 3 項・基発第 0331008 号（平成 18 年 3 月 31 日） 

3)萩野浩之、中山明美：BUNSEKI KAGAKU Vol.59,No.3,pp251-256(2010) 
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4)太田和司、内山茂久、稲葉洋平、中込秀樹、欅田尚樹：BUNSEKI KAGAKU 

Vol.60,No.10,pp791-797(2011) 

5)大貫文、齋藤育江、保坂三継、中江大：東京健安研セ年報 Ann.Rep.Tokyo 

Metr.Inst.Pub.Health,63,247-253,2012 

6)Steven Sai Hang Ho,K.F.Ho,W.D.Liu,S.C.Lee,W.T.Dai,J.J.Cao,H.S.S.Ip：Atmospheric 

Environment, Volume 45,Issue 1,January 2011,Pages 261-265 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2258 

 

フルフラール 

分子量：96.09          CAS RN：98-01-1 

濃度基準値：0.2 ppm 物性等 

比重：1.1563 

沸点：162℃ 

融点：-36.5℃ 

蒸気圧：0.144 kPa（20℃） 

別名：1,4-ジクロロベンゼン、ジクロロベンゼン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：シリカゲルチューブ・スタン
ダード型（20-40 メッシュ、
520 mg/260 mg） 

（柴田科学製） 

捕集流量：0.2 L/min 

サンプリング時間：240 min 

保存性：捕集後、冷蔵遮光保存で 5 日目ま
で安定 

破過：240min 通気後も破過なく、定量的な
回収が可能 

 

分析方法：高速液体クロマトグラフ－紫外分
光分析法（HPLC/UV） 

脱着：アセトニトリル 5 mL で 30 分静置 

機器：日立高速液体クロマトグラフ 

Chromaster（日立ハイテクサイエンス
製） 

カラム：LaChrom C18-AQ(4.6 mmI.D.×150 

mm,  

5 μm)、40 ℃ 

溶離液：（A）H2O /（B）アセトニトリル = 90 

/ 10、1.0 mL/min 

検出器：DAD、275 nm（200～400 nm） 

注入量：10 μL 

 

検量線：0 ～160 μg/mL（0～ 4 ppm） 

 

 

精度 

脱着率 

添加量 0.4 µg 75.5% 

    40 µg 87.2% 

添加回収率(240 min 通気) 

 添加量 0.4 µg 95.6% 

     40 µg 88.7% 

定量下限 

標準溶液（0.08 μg/mL）を繰り返し 5 回分
析により算出 

0.0251 μg/mL（10 σ） 

ばく露濃度（240 min 捕集）：0.0007 ppm 

適用：個人ばく露濃度測定 八時間時間加重平均 

測定上の注意：測定法開発後の検証作業により、添加回収率はいずれの添加量でも 98％以上
であることを確認済み。捕集剤後段への破過は 240 min 通気後も認められなかった。アセト
ニトリルで脱着した溶液について GC/FID 測定をすることも可能であるが、濃度基準値の
1/10 未満では再現性が低い。 

安全上の注意：フルフラール、アセトニトリルともに皮膚腐食性・刺激性や眼に対する重篤
な損傷・眼刺激性があることから、化学防護手袋や保護眼鏡の使用が望ましい。吸入による
有害性もあるので、ドラフトで作業する。 

根拠文献：フルフラールの測定・分析手法に関する検討経過報告(2022)リスク評価事業 R3 年
度報告書、ページ数なし 測定法作成日（2022/02/15） 

参考文献： 

 1)シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会中間報告書（第 6～7 回） 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2259 

 

フルフリルアルコール 

分子量：98.1           CAS RN：98-00-0 

濃度基準値：0.2 ppm 物性等 

沸点：170℃ 

融点：-29～-14.6℃ 

蒸気圧：81.2 Pa（25℃） 

別名：フルフラルアルコール、2-フランカルビノール、2-フランメタノール 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：シリカゲルチューブ・スタンダ
ード型（柴田科学株式会社）
520mg/260mg（20～40mesh）、ア
ルミホイルにより遮光して使用 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：冷蔵で少なくとも 5 日間までは変化
がないことを確認  

破過：4 h 通気後に定量的な回収が可能 

 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：アセトン 2 mL、2 時間 

機器：島津製作所 GC-MS QP-2020 

カラム：GL Sciences InertCap Pure-WAX 

30 m×0.25 mm×0.25 μm 

注入口温度：200℃ 

インターフェース温度：250℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（1 min）－15℃/min 

－230℃（3 min） 

注入法：スプリットレス（高圧注入） 

150 kPa（1 min） 

導入量：2 μL 

キャリヤーガス：He 40 cm/sec 

測定質量数（m/z）：定量イオン 98 

確認イオン 81 

検量線：0.0096～19.2 μg/mL の範囲で直線性
が得られている。（r＝0.999） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 0.0192 μg：123.0％ 

0.192 μg：95.1％ 

38.4 μg：97.1％ 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.0192 μg：124.1％ 

0.192 μg：100.4％ 

38.4 μg：103.7％ 

定量下限（10SD） 

0.0016 μg/mL 

0.00013 mg/m3（採気量 24 L） 

適用：個人ばく露濃度測定 

妨害：光による減衰の可能性のため、サンプリング時に遮光が必要 

安全上の注意：フルフリルアルコールは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激
性、皮膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。アセトンを扱う際も同様の
防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：フルフリルアルコールの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2020)リスク評価
R2 年度事業報告書、ページ数なし （2021/03/08） 

 

参考文献： 

1)厚生労働省 職場のあんぜんサイト 安全データシート フルフリルアルコール 

2)NIOSH Manual of Analytical Methods （NMAM） 4th Edition FURFURYL ALCOHOL,  

METHOD:2505, Issue 2  

3)作業環境測定ガイドブック５有機溶剤関係 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2260 

 

1-ブロモプロバン 

分子量：122.99         CAS RN：106-94-5 

濃度基準値：0.1 ppm 物性等 

沸点：71℃ 

融点：-110℃ 

蒸気圧：1.48×104 Pa（20℃） 

別名：プロピルブロミド、3-ブロモプロバン、プロピルブロミド 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：球状活性炭 No.258 ガステック
製（100/50 mg） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：冷蔵（5℃）で少なくとも 5 日間保
存可能であることを確認。 

破過：240min 通気後も定量的に回収可能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 1 mL 

1 時間静置（時々振とう） 

機器：Agilent 6890N/5973MSD 

カラム：HP-624 

60 m×0.25 mm×1.4 μm 

注入口温度：250℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（3 min）－10℃/min 

－80℃－20℃/min－220℃（4 min） 

注入法：スプリットレス 

スプリット（10：1） 

キャリヤーガス：He 1.2 mL/min 

イオン化法：EI 

イオン化電圧：70 eV 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）： 

1-ブロモプロバン：定量イオン 122 

確認イオン 124 

フルオロべンゼン-d5：定量イオン 101 

トルエン-d8：定量イオン 98 

保持時間： 

スプリット（10：1） 

1-ブロモプロパン：8.8min 

トルエン-d8：11.2 min 

スプリットレス 

1-ブロモプロパン：8.9 min 

フルオロべンゼン-d5：9.8 min 

検量線：0.00666～26.7 μg/mL 

定量法：内部標準法 

内部標準溶液：フルオロべンゼン-d5 

（5 mg/L）、トルエン-d8（40 mg/L）混合内
部標準溶液を 1 μL 添加 

精度 

脱着率 

添加量 0.0133 μg：101.8% 

0.133 μg：99.9% 

26.7 μg：103.4% 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.0133 μg：95.3% 

0.133 μg：103.6% 

26.7 μg：98.8% 

定量下限（10SD） 

0.00600 μg/mL 

0.000050 ppm（v/v） 

（採気量 24 L） 

 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：なし 

安全上の注意：1-ブロモプロバンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼
鏡を着用する。二硫化炭素、トルエン、フルオロベンゼンは眼に対する重篤な損傷・眼刺
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激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸入による
有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：測定法のファイル無し(2017/01/17) 

 

参考文献： 

1)化学物質の環境リスク評価第 12 巻、環境省環境保健部環境リスク評価室 

2)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH):ISOPHORONE: 

METHOD 2508 ( 1994) 

3)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH):ISOPHORONE: 

METHOD 2556 (2003) 

4)平成 19 年度化学物質分析法開発調査報告書(環境省) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2261 

 

ほう酸ナトリウム（四ホウ酸ナトリウム十水和物に限る） 

分子量：381.37         CAS RN：1303-96-4 

濃度基準値： 

ホウ素として 0.1 mg/m3 

ホウ素として 0.75 mg/m3 

（短時間濃度基準値） 

物性等 

沸点：320℃ 

融点：75℃ 

蒸気圧：データなし 

別名：ホウ酸ナトリウム十水和物、ホウ酸塩、ボラックス 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：PTFE フィルターPF020 

（ADVANTEC 社製） 

捕集サンプラー：IOM サンプラー（SKC 社） 

サンプリング流量：2 L/min 

サンプリング時間：240 min（480 L） 

保存性：常温（20℃）で少なくとも 5 日間
保存可能であることを確認。 

分析方法：ICP 発光分光分析法（ICP-OES） 

抽出：1%硝酸 10 mL 

機器：Agilent Technologies 720 ICP 

標準物質：ホウ素標準液 

測定波長：249.772 nm 

内部標準物質：テルル標準液 

（20 mg/L になるように調製する） 

測定波長：214.282 nm 

検量線： 

0.005 mg/L 

0.01 mg/L 

0.05 mg/L 

0.1 mg/L 

0.5 mg/L 

1mg/L 

2mg/L 

（以上、ホウ素として） 

定量法：内部標準法 

精度 

抽出率 

添加量 0.96 μg：99.2％ 

9.6 μg：100.6％ 

1,920 μg：100.2％ 

添加回収率（4 時間） 

添加量 0.96 μg：90.6％ 

9.6 μg：100.9％ 

1,920 μg：101.5％ 

定量下限（10SD） 

0.0022 mg/L 

0.00045 mg/m3（採気量 480 L） 

0.0073 mg/m3（採気量 30 L） 

適用：個人ばく露濃度測定 一五分測定 

測定上の注意： 

   ・メモリー効果を抑制するには純水または 1 M 硝酸による 5 分以上の洗浄を行う。 

・10 mg/Ｌ（約 3 mg/m3）を超える高濃度試料を測定する恐れがある場合には、予め
希釈して濃度チェック測定を行うとよい。  

・本法が全ホウ素を定量するため、その他ボロン化合物との濃度の分別について
は、作業場における化学物質の使用状況を考慮して決定する。なお、ホウ酸または
その他のホウ素化合物などについては考慮する必要がある。 

安全上の注意：四ホウ酸ナトリウム十水和物は眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐
食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。硝酸を扱う際も同様の防
護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：ほう酸ナトリウム（四ホウ酸二ナトリウム十水和物に限る）の測定・分析手に
関する検討経過報告書(2019)リスク評価事業 H30 年度報告書(2021/03/08) 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト：化学物質：四ホウ酸ナトリウム（十水和物） 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/1303-96-4.html 

2)中央労働災害防止協会「ジボラン分析測定法に関する検討報告書」（2013 年度） 

作成日 公表日 
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公表日標準測定分析法 2262 

 

メタクリロニトリル 

分子量：67.09          CAS RN：126-98-7 

濃度基準値：1 ppm 物性等 

沸点：90.3℃ 

融点：-35.8℃ 

別名：2-メチル-2-プロペンニトリル、α-メチルアクリロニトリル 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：Cat.No.258 球状活性炭捕集管 

（100/50 mg） 

（株式会社ガステック） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：4 時間（24 L） 

保存性：添加量が 148.4 μg、0.074 μg では
冷蔵庫保管で少なくとも 6 日間ま
で保存率が 90%以上であることを
確認した。 

破過：120 分通気後、定量的な回収が可能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：10%（v/v）2-プロパノール－二硫化
炭素 1 mL、1 時間放置 

（内部標準物質：トルエン-d8） 

機器：島津製作所 GCMS-QP2010 SE 

カラム：phenomenex ZB-1 

100%ジメチルポリシロキサン 

60 m×0.25 mm×1.00 μm 

注入口温度：250℃ 

インターフェース温度：230℃ 

イオン源温度：230℃ 

カラム温度：40℃（5 min）－15℃/min 

－150℃ 

注入法：スプリット（10：1） 

キャリヤーガス He 1.6 mL/min 

導入量：1 μL 

測定質量数（m/z） 

メタクリロニトリル：定量イオン 67 

確認イオン 41、52 

トルエン-d8：定量イオン 98 

確認イオン 70 

保持時間：7.8 min 

検量線：0.069～138.0 μg/mL の範囲で直線 

定量法：内部標準法 

精度 

脱着率 

添加量 148.4 μg：98% 

7.418 μg：96% 

0.074 μg：93% 

添加回収率 

添加量 148.4 μg：98% 

7.418 μg：100% 

0.074 μg：103% 

定量下限（10 σ） 

0.0352 μg/mL 

0.0005 ppm（個人ばく露測定 24 L 捕集） 

 

適応：個人ばく露濃度測定 

妨害： 

安全上の注意：メタクリロニトリルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺
激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。2-プロパノール、二硫化炭素、ト
ルエンを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業
する。 

根拠文献：メタクリロニトリルの測定手法検討に関する報告書(2014)リスク評価事業 H25

年度報告書、p.451(2014/02/27) 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2263 

 

メチル-ターシャリーブチルエーテル（別名 MTBE） 

分子量：88.15         CAS RN：1634-04-4 

濃度基準値：50 ppm 物性等 

沸点：55℃ 

融点：-108.6℃ 

蒸気圧：27 kPa（20℃） 

別名：1-メトキシ-1,1-ジメチルエタン、メチル-tert-ブチルエーテル、 

t-ブチルメチルエーテル、2-Methoxy-2-methylpropane など 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：活性炭チューブ（球状活性炭） 

（258A-20 

(400/200mg) ガステック社製） 

サンプリング流量：0.1 L/min 

サンプリング時間：240 min（24 L） 

保存性：冷蔵で少なくとも 5 日間までは変
化がないことを確認。 

破過：240min 通気後に定量的に回収可能。 

分析方法：ガスクロマトグラフ－質量分析法 

（GC/MS） 

脱着：二硫化炭素 2 mL（1 時間溶出） 

機器：島津製作所 GCMS-QP2010 SE  

カラム：島津 GLC SH-PolarWax 

30 m×0.25 mm×0.5 μm 

Cat No.227-36248-01 

注入口温度：230℃ 

インターフェース温度：240℃ 

イオン源温度：200℃ 

カラム温度：50℃（1 min）－5℃/min－70℃ 

－25℃/min－240℃（3 min） 

注入法：スプリット（1：100） 

注入量：1 μL 

（Split/Splitless Liner RESTEK、Cat No.20956） 

キャリヤーガス：He 1.68 mL/min 

イオン化法：EI 法 

イオン化電圧：70 V 

エミッション電流：20 μA 

測定モード：SIM 

測定質量数（m/z）：定量イオン 73 

確認イオン 41、57 

保持時間：1.4 min 付近 

検量線：2～5000 μg/mL の範囲で直線性が
得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

添加量 450 μg：97.2％ 

9000 μg：99.7％ 

 

添加回収率（4 時間通気） 

添加量 450 μg：92.5％ 

9000 μg：96.3％ 

 

定量下限（10SD） 

（採気量 24 L、抽出液量 2 mL） 

0.55 μg/mL 

0.013 ppm 

 

 

適用：個人ばく露測定 八時間時間加重平均 

妨害：確認されていない 

安全上の注意：メチル-ターシャリーブチルエーテルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、
皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。二硫化炭素を扱う
際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：メチル - ターシャリー -ブチルエーテル（別名 MTBE）の測定･分析手法に関す
る経過報告書(2022)リスク評価事業 R3 年度報告書、ページ無し(2022/03/01) 

 

参考文献： 

1)厚生労働省 職場のあんぜんサイト GHS モデルラベル・モデル SDS 情報  

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/1634-04-4.html 

2)The National Institute for Occupational Safety and Health (NIOSH)：Method 1615, Issue 2 

作成日 公表日 
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公表日標準測定分析法 2264 

 

4,4’-メチレンジアニリン 

分子量：198.3          CAS RN：101-77-9 

濃度基準値：0.4 mg/m3 物性等 

沸点：399℃ 

融点：91℃ 

蒸気圧：133 Pa/197℃ 

別名：4,4'-ジアミノジフェニルメタン、4,4'-メチレンビスベンゼンアミン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：硫酸含浸フィルター 

サンプリング流量：1.0 L/min 

保存性：硫酸含浸フィルター上で 6日間、脱
着液中で 5 日間、冷蔵（4℃）保存
可能。 

破過：60 分までは後段のろ紙に検出されな
い。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

脱着：0.1 M 水酸化カリウム・メタノール 

3 mL 

機器：日立 L2000 シリーズ 

カラム：ODP2 HE-4P 

（4.6×250 mm×5 μm） 

カラム温度：30℃ 

移動相： 

20 mM アンモニウム緩衝液（pH10.0） 

：アセトニトリル＝60：40 

流量：0.5 mL/min 

導入量：20 μL 

測定波長：201 nm 

検量線：0～10.0 μg/mL の範囲で直線 

定量法：絶対検量線法 

精度 

フィルターでの添加回収率 

9 μg：101.2% 

18 μg：99.1% 

 

定量下限（検出下限の 3 倍） 

0.1 μg/mL 

採気量 240L 0.0125 mg/m3） 

 

保証された検量線の直線範囲では、60 分捕
集の場合、濃度基準値の測定が可能。 

 

適用：個人ばく露測定、八時間時間加重平均 

妨害：4,4’-Diphenylmethane diisocyanate（MDI）が硫酸含浸フィルター上で MDA に変化す
るとされている（NIOSH 5029）。 

安全上の注意：4,4’-メチレンジアニリンは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚感作性
があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。水酸化カリウム、メタノール、アセト
ニトリルを扱う際も同様の防護が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作
業する。 

根拠文献：4,4’ •メチレンジアニリン分析法検討に関する報告書(2008)リスク評価事業 H19

年度報告書、ページ数無し 

 

参考文献： 

1)NIOSH 5029 

作成日 公表日  
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標準測定分析法 2265 

 

リン化水素 

分子量：34.00          CAS RN：7803-51-2 

濃度基準値：0.05 ppm 

0.15 ppm（短時間濃度基準値） 

物性等 

比重：0.8 

沸点：87.7℃ 

融点：-133℃ 

別名：ホスフィン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：過マンガン酸カリウム含浸シ
リカゲル管 259 

（株式会社ガステック） 

サンプリング流量：0.5 L/min 

サンプリング時間：10～240 min 

保存性：20℃で少なくとも 5 日間は変化が
ないことを確認（添加量 1.38、
2.07、6.21、20.35 μg）。 

分析方法：吸光光度法 

脱着液：1.2% L-アスコルビン酸 2.5 mL 

発色液：モリブテン溶液 2.0 mL 

7 モリブテン酸 6 アンモニウム 4 水和物（関
東化学）1.0 g＋酒石酸アンチモニルカリウ
ム（関東化学）0.04 g＋硫酸（関東化学）7 

mL を 100 mL イオン交換水で溶解 

操作①：捕集管にサンプリングポンプを用い
て 0.5 L/min で 10～240 min 捕集す
る。 

操作②：捕集剤を 10 mL メスフラスコへ移
し、溶離液 2.5 mL 添加後、75℃、2

分間撹拌（赤色が消えるまで撹
拌）。 

操作③：モリブデン溶液 2 mL を加え、イオ
ン交換水にて 10 mL にメスアップ
し、75℃にて 30 秒撹拌する。 

操作④：常温まで静置後、上澄み液を吸光度
用セルに移し 880 nm の波長で吸光
度を測定する。 

機器：島津製作所 UV-1200 

測定波長：880 nm 

検量線：0.05～2.0 μg/mL（直線範囲） 

定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 

93～98%（1.38～20.35 μg） 

添加回収率（4 時間捕集時） 

101～106%（1.38～20.35 μg） 

 

定量下限（LOQ） 

最終検液濃度 

LOQ：0.0414 μg/mL 

測定法の定量下限（LOQ） 

個人ばく露測定 0.0027 ppm 

（120 L 捕集時） 

 

検量線の保証される直線範囲から、120 分程
度の捕集で濃度基準値が測定できる。更に
長時間捕集の場合には、脱着溶液を希釈す
る。 

適用：個人ばく露測定、八時間時間加重平均、一五分加重平均 

測定上の注意： 

・アルシン（1/2 倍の感度で正の影響）、シラン（4.5 ppm 共存で影響なし） 

・不活性プラスチックバッグ捕集－GC/FPD でも短時間測定は可能であるが、検量線の確
認が必要である。バッグ内で 25h 程度は 90%以上が回収可能である。 

安全上の注意：リン化水素は急性毒性（吸入：ガス）、特定標的臓器・全身毒性等の影響が
あるため、吸入しないことが必要である。7 モリブテン酸 6 アンモニウム 4 水和物は眼に対
する重篤な損傷・眼刺激性があるので保護眼鏡を着用する。硫酸は眼に対する重篤な損
傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。吸
入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：リン化水素の測定手法検討結果(2013)リスク評価事業 H24 年度報告書、
p.241(2013/01/25) 

 

参考文献 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2266 

 

りん酸トリ（オルト-トリル） 

分子量：368.37         CAS RN：78-30-8 

濃度基準値：0.03 mg/m3 物性等 

沸点：410℃ 

融点：11℃ 

蒸気圧：220 Pa（25℃） 

別名：りん酸トリオルトクレジル、りん酸トリ-トリル、TOCP 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：ニトロセルローズメンブラン 

フィルター0.8 μm AAWP 

サンプリング流量：2.0 L/min 

サンプリング時間：4 時間（480 L） 

保存性（冷蔵 5 日間保存） 

0.43 μg 添加：86%～100% 

43.04、86.09 μg 添加：93%～105% 

破過：240min 通気後に定量的回収が可能。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 

（HPLC/UV） 

脱着：ジエチルエーテル 10 mL 

機器：DIONEX UltiMate-3000 

カラム：Agilemt Eclipese Plus C18 

4.6×20 mm×5 μm 

カラム温度：40℃ 

移動相：アセトニトリル：水＝80：20 

流量：1.0 mL/min 

導入量：50 μL 

測定波長：262 nm 

検量線：低濃度（0.215～1.72 μg/mL） 

高濃度（10.8～86.09 μg/mL） 

上記範囲で直線性が得られている。 

定量法：絶対検量線法 

精度 

添加回収率(2021 追加データ) 

添加量 0.43 μg：100% 

43.04 μg：101% 

86.09 μg：101% 

 

定量下限（10SD） 

0.215μg/mL 

（0.004 mg/m3、2.0 L/min×4 時間） 

適用：個人ばく露濃度測定 

妨害：－ 

安全上の注意：りん酸トリ（オルト-トリル）は特定標的臓器・全身毒性がある。ジエチル
エーテルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性があるので、保護眼鏡を着用する。アセトニ
トリルは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、経皮急性毒性があるので、化学防護手袋や保
護眼鏡を着用する。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：りん酸トリ(オルト-トリル)の測定・手法検討結果(2015)リスク評価事業 H26 報
告書、p.413(2015/02/27) 

 

参考文献： 

1)職場のあんぜんサイト：製品安全データシート 1-5 項 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/1008.html 

2)空気中フタル酸エステル類及び有機リン酸エステル類の分析法 1 項 東京都立衛生研
究所研究年報 第 52 号 2001 年発行 

3)NIOSH Manual of Analytical methods (NMAM) 5037 TRIORTHOCRESRYL PHOSPHATE 15 

August 1994 

4)ポリ塩化ビニル中のクレゾールリン酸エステルの分析法 食品衛生学雑誌 Vol.44 第
1 号 27-29 項 2003 年発行 

作成日 公表日 
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標準測定分析法 2267 

 

レソルシノール 

分子量：110.11         CAS RN：108-46-3 

濃度基準値：10 ppm 物性等 

沸点：280℃ 

融点：110℃ 

蒸気圧：0.000489 mmHg（0.0652 Pa） 

at 25℃ 

別名：1,3-ジヒドロキシベンゼン、3-ヒドロキシフェノール、レゾルシン 

 

以下の測定法に使用する物品は、現在販売の無いものもあるが、同等の性質のものを使用して差し支えない 

サンプリング例 分析例 

サンプラー：NOBIAS RP-SG1WA、 
ガラス濾紙入り、ジビニルべンゼン
メタクリレート共重合体 440 mg
（日立ハイテクサイエンス製） 

サンプリング流量：0.2 L/min 
サンプリング時間：4 時間（48 L）遮蔽要 
保存性：添加量 2.202 μg、220.2 μg、4403 μg

において室温（25℃）、遮光保存で少な
くても 3 日間までは安定。 

破過：240min 通気後に定量的回収が可能 
 

分析方法：高速液体クロマトグラフ分析法 
（HPLC/UV） 

脱着：メタノール 5mL 
バックフラッシュ法 

標準原液：レソルシノールを 2201.7 mg 秤
量し、メタノールで溶解の後、
全量 10 mL に定容し 22.017%の
標準原液を調製した。 

標準溶液：標準原液をメタノールで段階的
に希釈し調製した。 

機器：日立ハイテクサイエンス Chromaster 
カラム：日立ハイテクサイエンス 

LaChromII C18 
4.6 mmI.D.×150 mm×5 μm 

カラム温度：40℃ 
移動相： （A）水（B）メタノール（v/v） 

15%B（0-1 min）－85%B（1-5 min） 
－15%B（5-10 min） 

流量：1.0 mL/min 
導入量：10 μL 
測定波長：273 nm 
検量線：0.440～880.7 μg/mL の範囲で直線

性が得られている。 
定量法：絶対検量線法 

精度 

脱着率 
添加量 2.202 μg：88.4% 

220.2 μg：93.3% 
4403 μg：98.5% 
 

添加回収率（4 時間） 
添加量 2.202 μg：89.3% 

220.2 μg：94.6% 
4403 μg：98.9% 
 

定量下限（10SD） 
0.0181 μg/mL 
0.000420 ppm 
 

適用：個人ばく露濃度測定 

妨害：なし 

安全上の注意：レソルシノールは眼に対する重篤な損傷・眼刺激性、皮膚腐食性・刺激性、皮
膚感作性があるので、化学防護手袋や保護眼鏡を着用する。メタノールを扱う際も同様の防護
が必要である。吸入による有害性があるのでドラフトで作業する。 

根拠文献：レソルシノールの測定・分析手法に関する検討結果報告書(2015)リスク評価事業
H26 年度報告書 p.445(2015/01/18) 
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